
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「インボイス制度」 

インボイス制度対応に向けた準備のポイント 
買手としての準備 
□ 継続的な取引の相手先（仕入先等）に対して、 

   ①登録の有無の確認、②適格請求書の様式や受領方法の確認が必要 

□ 必要に応じて、経理・発注システムなどのシステム改修等 

 □ 適格請求書等保存方式に係る社員研修の実施 

売手としての準備 
□ 継続的な取引の相手先（売上先等）に対して、 

   ①登録番号、②適格請求書の様式や交付方法の認識の共有 

□ 自身が行う取引について適格請求書の記載事項を満たす書類を整備 

  （請求書、納品書、レシートなど） 
 □ 適格請求書の交付方法（電子インボイスの提供など）を検討 

 □ 必要に応じて、レジや経理・受注システムなどのシステム改修など 

令和５年10月１日から適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）が開始されます。 

消費税の仕入税額控除を受けるためには、適格請求書（インボイス）の保存が必要です。 

適格請求書発行事業者のみが適格請求書（インボイス） を交付することができます。 

「適格請求書発行事業者」になるためには、登録申請書を税務署に提出し税務署長の登録を受

ける必要があります。 

～申 請 受 付 始 まっています～ 

インボイス制度とは？ 
インボイス制度の基本を分かりやすく解説した動画です。 

消費税の申告を行ったことがない事業者の方も適格請求書発

行事業者になるかどうかの検討が必要ですので、ぜひ動画を

ご覧ください。 

 

沖 縄 国 税 事 務 所 

～ 登録申請手続関係サイトのご紹介  ～ 
 

インボイス制度特設サイト 登録申請手続 Ｑ＆Ａ 
作成マニュアル 

～e-Tax ソフト（WEB 版）～ 

 

制度の対応
には事前準
備が必要で
す。申請は
便利な e-
Tax で。 

 インボイス制度に関する一般的なご質問やご相談は、軽減・インボイスコールセンターへ！！ 

  ０１２０－２０５－５５３（無料） ９：００～１７：００（土日祝日除く） フリーダイヤル 受付時間 
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年頭のご挨拶
内閣府沖縄総合事務局長 
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た
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を
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復
興
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（
寄
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）で
の
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女
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室
で
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食・物
販
、世
誇
殿

（
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ん
）で
の
大
型
映
像
等

に
よ
る
展
示・解
説
、仮
設
見
学
デ
ッ

キ
及
び
解
説
板
等
の
設
置
、木
材
倉

庫
・
原
寸
場
完
成
に
伴
う
見
学
デ
ッ

キ
の
設
置
等
を
行
っ
て
お
り
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殿

等
の
復
元
に
向
け
た
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を
様
々
な

形
で
見
学
す
る
こ
と
が
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き
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。

着
々
と
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元
が
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い
く
中

で
、今
し
か
見
ら
れ
な
い
首
里
城
の

姿
も
あ
り
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す
の
で
、こ
の
機
会
に

是
非
首
里
城
公
園
に
足
を
お
運
び
く

だ
さ
い
。

本誌のタイトルについて 群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばるぼし）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれます。
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お 知 ら せ ③ 令和5年1月より車検証が電子化されます！20

内 閣 府だより 令和４年度第２次補正予算
～「強い沖縄経済」実現ビジョンの具体化に向け、約244億円を計上～
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仕 事 の 窓 ２10 沖縄復帰50周年記念パネル展 
沖縄公正取引室50年のあゆみ ～どっきんの部屋～

仕 事 の 窓 ３11 今後の公正取引室の取組 ～新しい資本主義へ～

仕 事 の 窓 ４12 日本の財政について ～大学生と一緒に考える～

仕 事 の 窓 ５13 身近な国有財産 ～旧法定外公共物（旧里道・旧水路）について～

田中 愛智朗
令和５年の新春を迎え、謹んでお慶びを申し上げます。
昨年は、沖縄が長い米国統治を経て祖国に復帰して50年となる節目の年でありました。天
皇皇后両陛下のご臨席を賜るとともに、三権の長にご列席いただき、復帰を祝う式典が東京
と沖縄をリモートで結び、盛大に開催されたことは新時代を感じさせるものでした。
また、社会情勢に目を向けますと、我が国は、近年苦しめられてきたコロナ禍を乗り越え、
社会経済活動の正常化が進みつつあり、この年末年始は、三年ぶりに、緊急事態宣言等の行
動制限を行わずに過ごすことが出来ました。沖縄でも、基幹産業である観光産業については、
全国旅行支援が再開したことなどもあり、コロナ禍からの回復が着実に進んでいるところで
あります。これを起点として沖縄全体の活性化に繋げ、沖縄振興を更に進めていくため、本年
も職員一丸となり力を尽くしてまいります。
沖縄の歴史・文化の象徴であり、沖縄観光における重要な資源の一つでもある首里城につ
いては、昨年、「首里城正殿復元整備工事起工式」を迎えることが出来ました。引き続き「首里
城復元に向けた技術検討委員会」の委員の皆様の御協力を頂きながら、工事を進めてまいり
ます。工事の過程においては、復元現場の見学スペースの整備や定期的なメディアへの公開
等を通じて現場の進捗状況を発信し、沖縄観光の振興に貢献していきたいと思います。
沖縄は観光産業の他にも、温暖な気候を活かした農業や地理的不利性の影響が比較的小
さい情報通信産業など、今後も沖縄が飛躍するための様々なポテンシャルがあります。また、
昨年は沖縄科学技術大学院大学（OIST）所属の研究者がノーベル賞を受賞するという大変
喜ばしいニュースもありました。
沖縄は、成長著しいアジアの玄関口としての地理的特性や全国一高い出生率など、大きな
優位性と潜在力を有しています。これらを活かして、「強い沖縄経済」を実現し、日本経済成
長の牽引役となるよう、沖縄総合事務局としましても、引き続き様々な施策に取り組んでまい
りますので、県民の皆様の変わらぬご支援をお願い申し上げます。
本年が皆様にとりまして、希望に満ちた輝かしい一年となりますよう心からお祈りし、私の
年頭の挨拶とさせていただきます。
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火災前の首里城

火災直後の首里城(Ｒ1.11)

木材倉庫・原寸場完成(R4.9)

平成31年1月5日撮影

令和元年11月1日撮影

令和4年10月9日撮影

木材倉庫

素屋根完成（R5予定） CGイメージ

素屋根

原寸場
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Special Feature

令
和
元
年
10
月
31
日
の
火
災
に
よ

り
首
里
城
正
殿
等
が
焼
失
し
て
か

ら
３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。開
発
建

設
部
で
は
関
係
機
関
と
連
携
し
早

期
の
首
里
城
復
元
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

復
元
の
状
況
と
し
て
は
、令
和
４

年
９
月
に
木
材
倉
庫
・
原
寸
場（
仮

設
）が
完
成
、正
殿
本
体
工
事
の
着

手
へ
向
け
て
11
月
3
日
に
は
起
工
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。令
和
５
年
に

１
．首
里
城
火
災
か
ら
３
年

３
．首
里
城
正
殿
復
元
整
備
工
事
起
工
式

２
．復
元
の
様
子
を
段
階
的
に
公
開

令
和
４
年
１１
月
３
日
午
後
、

工
事
の
安
全
と
無
事
を
祈
願

し
て「
首
里
城
正
殿
復
元
整
備

工
事
起
工
式
」を
正
殿
跡
及
び

木
材
倉
庫
で
行
い
ま
し
た
。

起
工
式
は
、国
会
議
員
２０
名
、

沖
縄
県
知
事
、那
覇
市
長
他
計

２
４
０
名
が
参
加
し
、岡
田
沖

縄
担
当
大
臣
等
に
よ
る
挨
拶
、

高
良
技
術
検
討
委
員
会
委
員

長
等
に
よ
る
祝
辞
の
他
、甦
る

首
里
城
を
守
る
会
に
よ
る
伝
統

芸
能「
か
ぎ
や
で
風
」の
演
舞
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
木

材
倉
庫
に
移
動
し
、ノ
ミ
入
れ

（
正
殿
に
使
用
す
る
国
頭
村
産

オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
）を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
同
日
午
前
に
行
わ
れ
た

木
遣
行
列（
主
催
：
沖
縄
県
）で

は
、中
山
門
跡
〜
守
礼
門
前
に

お
い
て
沖
縄
県
知
事
を
先
頭
に

地
元
小
学
生
・
高
校
生
や
古
式

衣
装
の
地
元
団
体
等
に
よ
る
パ

レ
ー
ド
と
と
も
に
御
材
木（
オ

キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
）が
運
ば

れ
、周
辺
住
民
や
観
光
客
な

ど
、多
く
の
人
が
詰
め
か
け
ま

し
た
。

▲左：木材倉庫・原寸場　右：起工式会場（テント）

▲岡田沖縄担当大臣に
よる挨拶

▲石井国土交通副大臣に
よる挨拶

▲高良委員長による祝辞 ▲田中局長による式辞

▲「かぎやで風」の演舞

▲行列後の記念撮影（沖縄総合事務局、沖縄県、那覇市、地元小学校等） ▲木遣行列の様子 

【
正
殿
起
工
式
の
様
子
】

【
木
遣
行
列
の
様
子
】

き
や
り

▲原寸場見学スペース

木
材
倉
庫
・
原
寸
場
や
素
屋
根
に
は
、一
般
来

園
者
の
た
め
の
見
学
窓
を
設
け
、工
事
過
程
の
段

階
的
な
公
開
を
行
い
、見
せ
る
復
興
の
一
環
と
し

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

見学スペース
3階建て▶

1～3階に見学スペースを設置。柱や壁、屋根の工事等、
それぞれの高さから間近で見学することができます。 原寸場での作業状況を見学することができます。

素屋根内工事イメージ

は
正
殿
を
覆
う
素
屋
根（
仮
設
）を

設
置
し
本
体
の
現
地
組
み
立
て
が
始

ま
り
、令
和
8
年
正
殿
復
元
へ
向
け

て
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、県
内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
の

寄
付
金
に
よ
る
沖
縄
県
首
里
城
復

興
基
金
を
一
部
活
用
し
、正
殿
本
体

工
事
に
用
い
る
大
径
材
、造
作
材
、

瓦
類
、彫
刻
類
等
の
調
達
に
充
て
る

こ
と
と
し
て
お
り
、沖
縄
県
と
連
携

し
な
が
ら
進
め
て
お
り
ま
す
。

令
和
元
年
か
ら
開
催
し
て
い
る
首

里
城
復
元
に
向
け
た
技
術
検
討
委

員
会
及
び
そ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

会
議
に
お
い
て
も
、引
き
続
き
議
論

を
行
っ
て
お
り
、正
殿
の
細
部
の
確

認
や
、正
殿
完
成
以
降
に
整
備
す
る

南
殿
、北
殿
等
の
復
元
方
針
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

令和4年11月3日撮影

▲ノミ入れ、くす玉開披の状況

火
災
か
ら
３
年
〜
首
里
城
正
殿
着
工へ〜

原寸場

木材倉庫
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火災前の首里城

火災直後の首里城(Ｒ1.11)

木材倉庫・原寸場完成(R4.9)

平成31年1月5日撮影

令和元年11月1日撮影

令和4年10月9日撮影

木材倉庫
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素屋根

原寸場
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３
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携
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９
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倉
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仮

設
）が
完
成
、正
殿
本
体
工
事
の
着

手
へ
向
け
て
11
月
3
日
に
は
起
工
式

を
執
り
行
い
ま
し
た
。令
和
５
年
に

１
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４
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３
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倉
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０
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検
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向拝柱向拝柱下層柱

上層柱

小屋丸太梁

特 
集 

Special Feature

令和の正殿 ～平成復元との違い新たな知見に基づく復元～

令和の
正殿 立面図

平成復元時の
正殿

古写真、絵図等の
検証に基づく
西之廊下の延伸

西之廊下 南之廊下

■首里城復興基金（寄付金）を活用した県による構造材
　（大径材）調達の概要

【凡例】
県調達範囲を
色塗り
（赤、青、紫）

側面図

正殿内防火対策設備イメージ

一部、搬入された大径材

令和の正殿 ～平成復元との違い 防災・防火対策の強化～

熱・煙感知器
（火災の早期覚知）

スプリンクラー
（初期消化能力の向上）

・漏電遮断機
・感震ブレーカー
・絶縁監視装置
（電気系統を原因とする
 出火の未然防止）

令和の正殿 ～平成復元との違い 防災・防火対策の強化～

消火用の水を城郭内に
送る連結送水管の設置 連結送水管に接続した放水口の新設

監視体制・初動体制の強化 消防設備の操作習熟訓練

4
．首
里
城
復
元
に
向
け
た
技
術
検
討
委
員
会
で
の
検
討
状
況

　
高
良
倉
吉
琉
球
大
学
名
誉
教
授
を
委

員
長
と
す
る
有
識
者
等
か
ら
な
る「
首
里

城
復
元
に
向
け
た
技
術
検
討
委
員
会
」は
、

令
和
元
年
１２
月
２７
日
〜
令
和
４
年
１２
月
末

ま
で
に
委
員
会
を
１１
回
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
会
議
３７
回
を
重
ね
て
お
り
、復
元
に

向
け
た
技
術
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
正
殿
復
元
に
関
す
る
主
な
検

討
内
容
、現
地
の
状
況
は
次
の
通
り
で
す
。

①
木
材
･
瓦
類
関
係（
正
殿
）

　
大
径
材
は
、国
分
と
し
て
桁
･
梁
用

で
3
5
6
本（
国
産
ヒ
ノ
キ
）、沖
縄
県
分

と
し
て
主
に
上
下
層
丸
柱
・
小
屋
丸
太
梁

用
で
1
7
9
本（
国
産
ヒ
ノ
キ
1
6
9
本
、

②
防
火
対
策

　
二
度
と
火
災
が
起
き
な
い
よ
う
、消
防
や

防
災
の
専
門
家
の
ご
意
見
を
も
と
に
、漏
電

遮
断
器
の
設
置
な
ど
電
気
系
統
を
原
因
と

す
る
火
災
の
未
然
防
止
、熱
・
煙
感
知
器
の

設
置
に
よ
る
火
災
の
早
期
覚
知
、ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
の
設
置
に
よ
る
初
期
消
火
能
力
の

向
上
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。ま
た
、消
防
車
が
侵
入
で
き
な
い

城
郭
内
に
消
火
用
の
水
を
送
る
連
結
送
水

管
の
設
置
、設
置
し
た
設
備
を
適
切
に
運

用
し
、迅
速
に
初
動
対
応
を
行
う
た
め
の

職
員
の
訓
練
や
消
防
署
と
の
連
携
等
の
ソ

フ
ト
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

③
彩
色
・
彫
刻
関
係

　
新
た
な
知
見
に
基
づ
く
主
な
平
成
復
元

と
の
違
い
は
以
下
の
通
り
で
す
。

西
之
廊
下
　
古
写
真
や
絵
図
を
も
と
に

再
検
証
を
行
い
、正
殿
の
北
側
に
取
り
付

く「
西
之
廊
下
」は
平
成
復
元
時
よ
り
も
長

く
、屋
根
形
状
も
寄
棟
に
変
更
と
な
り

ま
す
。

久
志
弁
柄
　
令
和
の
復
元
で
は
、琉
球
王

国
時
代
の
古
文
書
の
記
録
に
あ
っ
た
久
志

間
切
の
弁
柄
が
バ
ク
テ
リ
ア
由
来
の
顔
料
で

あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、そ
の
往
時
と
同
じ

弁
柄
を
用
い
た
赤
で
塗
装
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。（
平
成
の
復
元
で
は
市
販
の
顔

料
を
使
用
。）

イ
ヌ
マ
キ（
向
拝
柱
）、県
産
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ

ジ
ロ
ガ
シ（
小
屋
丸
太
梁
））で
、現
在
調
達

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
令
和
４
年
９
月
に
は
木
材
倉
庫
・
原
寸

場（
仮
設
）が
完
成
し
、10
月
に
は
大
径
木

材
の
一
部
が
初
め
て
倉
庫
へ
搬
入
さ
れ
ま

し
た
。

　
赤
瓦
は
、正
殿
で
約
6
万
枚
を
使
用
し

ま
す
。原
土
配
合
は
ク
チ
ャ
と
赤
土
の
７
：

３
を
基
本
と
し
、シ
ャ
モ
ッ
ト（
焼
失
し
た

正
殿
の
赤
瓦
破
片
を
粉
砕
し
た
も
の
）

５
％
を
混
入
さ
せ
、県
内
で
製
作
す
る
方

針
で
す
。現
在
、焼
成
試
験
で
の
確
認
を

行
っ
て
い
ま
す
。

木材倉庫・原寸場（外部） 木材倉庫・原寸場（内部）

沖
縄
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
あ
る
御
嶽

（
う
た
き
）。創
世
神
話
に
か
か
わ
る「
七

嶽
」以
外
に
も
た
く
さ
ん
存
在
し
て
い
ま

す
。世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
御
嶽
と
言

え
ば
、斎
場
御
嶽
以
外
に
園
比
屋
武（
そ

の
ひ
ゃ
ん
）御
嶽
の
石
門
が
あ
り
ま
す
。

園
比
屋
武
御
嶽
は
首
里
城
正
門
の
歓
会

門
と
守
礼
門
の
間
に
あ
る
御
嶽
で
、国
王

外
出
の
際
に
旅
の
安
全
を
祈
願
す
る
場

所
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

石
門
は
1
5
1
7
年
に
建
立
さ
れ
た

も
の
で
、八
重
山
の
西
塘
と
い
う
人
物
の

手
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
注
意
す
べ
き
点
は
、こ
の
石
門
が
御
嶽

そ
の
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
す
。御

嶽
そ
の
も
の
は
石
門
の
背
後
に
広
が
る

森
一
帯
で
、そ
こ
に
は
神
殿
な
ど
の
構

築
物
が
な
い
空
間
で
す
。石
門
に
は
板
の

扉
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
こ
か
ら

日
常
的
に
出
入
り
を
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。石
門
は
い
わ
ば
、御
嶽
と
い

う
聖
域
と
人
間
の
世
界
を
つ
な
ぐ「
ゲ
ー

ト
」で
あ
り
、石
門
は
祭
壇
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
各
地
の
グ
ス
ク
に
は
ほ
ぼ
必
ず

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
御
嶽
が
あ
る
点
も

見
逃
せ
ま
せ
ん
。「
七
嶽
」に
は
首
里
城
や

玉
城
グ
ス
ク
、今
帰
仁
グ
ス
ク
、知
念
グ

ス
ク
に
立
地
す
る
御
嶽
が
あ
り
、世
界
遺

産
の
勝
連
グ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
た
グ

ス
ク
に
も
御
嶽
が
存
在
し
ま
す
。グ
ス
ク

は
単
な
る
軍
事
的
な「
城
」だ
け
で
な
く
、

聖
域
の
性
格
も
備
わ
っ
て
い
た
こ
と
は

以
前
の
記
事「
グ
ス
ク
を
歩
く
」（
本
誌

5
・
6
月
号
及
び
7
・
8
月
号
）で
紹
介
し

ま
し
た
。

嶽
の
姿
が
う
か
が
え
る
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

印
象
的
な
の
は
、御
嶽
に
は
大
き
く

そ
び
え
た
つ
ガ
ジ
ュ
マ
ル
や
ク
バ（
ビ

ロ
ウ
）が
あ
る
こ
と
で
す
。こ
れ
ら
は
聖

な
る
樹
木
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
も
の

で
す
。お
そ
ら
く
琉
球
の
時
代
に
植
え

ら
れ
、そ
れ
が
根
付
き
、立
派
に
生
長
し

た
姿
を
現
在
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。御
嶽
の
歴
史
の
重
み
を
感
じ
さ
せ

る
よ
う
な
光
景
で
す
。

首
里
城
内
に
再
現
さ
れ
た
首
里
森

（
す
い
む
い
）御
嶽
も
石
積
み
と
樹
木
で

お
お
わ
れ
た
小

さ
な
空
間
で
す

が
、か
つ
て
は

内
部
に
巨
岩
が

あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま

す
。糸
数
グ
ス

ク
の
御
嶽
と
同

様
な
空
間
で

あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
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上里 隆史（うえざと・たかし）

知念グスク 御嶽

知念城

園比屋武御嶽石門
（そのひゃんうたきいしもん）

御嶽を歩く②

沖縄歴史の散歩道

南
城
市
に
あ
る
糸
数
グ
ス
ク
は
南
部

で
も
有
数
の
大
規
模
グ
ス
ク
で
、万
里
の

長
城
の
よ
う
に
伸
び
る
石
垣
が
美
し
い

場
所
で
す
。そ
の
グ
ス
ク
の
内
部
に
は

「
糸
数
城
之
御
嶽
」と
呼
ば
れ
た
御
嶽
が

あ
り
、自
然
石
を
乱
雑
に
積
ん
で
囲
み
、

石
積
み
の
内
側
に
は
大
き
な
琉
球
石
灰

岩
の
巨
岩
が
あ
り
ま
す
。ま
た
そ
の
脇
に

は
小
さ
な
石
棺
墓
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

石
積
み
囲
い
に
は
王
国
時
代
の
香
炉
と

灯
籠
が
置
か
れ
た
礼
拝
口
も
あ
っ
て
、グ

ス
ク
の
廃
城
後
も
、集
落
の
信
仰
の
対
象

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。古
く
か
ら
続
く
御 糸数グスク

今帰仁グスク 城内下の御嶽

に
し
の
ろ
う
か

く
し
べ
ん
が
ら
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4
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里
城
復
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技
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検
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委
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会
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検
討
状
況

　
高
良
倉
吉
琉
球
大
学
名
誉
教
授
を
委

員
長
と
す
る
有
識
者
等
か
ら
な
る「
首
里

城
復
元
に
向
け
た
技
術
検
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術
的
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検
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行
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。
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関
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る
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検

討
内
容
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地
の
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次
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通
り
で
す
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①
木
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･
瓦
類
関
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正
殿
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梁
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縄
県
分

と
し
て
主
に
上
下
層
丸
柱
・
小
屋
丸
太
梁
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1
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②
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火
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策

　
二
度
と
火
災
が
起
き
な
い
よ
う
、消
防
や

防
災
の
専
門
家
の
ご
意
見
を
も
と
に
、漏
電

遮
断
器
の
設
置
な
ど
電
気
系
統
を
原
因
と

す
る
火
災
の
未
然
防
止
、熱
・
煙
感
知
器
の

設
置
に
よ
る
火
災
の
早
期
覚
知
、ス
プ
リ
ン

ク
ラ
ー
の
設
置
に
よ
る
初
期
消
火
能
力
の

向
上
な
ど
の
対
策
を
講
じ
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す
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で
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内
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用
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送
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連
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水
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携
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③
彩
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彫
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係
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廊
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検
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西
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仮
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倉
庫
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搬
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し
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。
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6
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７
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瓦
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し
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せ
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嶽
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七

嶽
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ま

す
。世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
御
嶽
と
言
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そ

の
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嶽
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1
5
1
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た
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嶽
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す
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で
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築
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入
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嶽
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す
。
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仁
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嶽
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介
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嶽
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お
問
合
せ
先

経
済
産
業
部
　
地
域
経
済
課 

知
的
財
産
室

　
　 

☎
０
９
８

‒

８
６
６

‒

１
７
３
０

日
本
最
南
端
、八
重
山
諸
島
石
垣

島
。島
内
最
大
を
誇
る
美
し
い
名
蔵
湾

を
中
心
に
、石
垣
島
周
辺
の
綺
麗
な
海

水
の
み
を
原
料
に
し
た「
石
垣
の
塩
」は
、

天
日
干
し
や
釜
炊
き
な
ど
で
製
造
し

た
、ミ
ネ
ラ
ル
分
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ん

だ
塩
で
す
。取
水
地
で
あ
る
名
蔵
湾
は
、

国
際
条
約
で
あ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
地
で
、２
０
０
７
年
に
は
国
立
公
園
に

も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
垣
の
塩
が
地
域
団
体
商
標（
以
下
、

地
団
）を
出
願
し
た
の
は
２
０
０
６
年
。

沖
縄
で
は
第
一
号
の
地
団
登
録
と
な
り

ま
し
た
。申
請
を
主
導
し
た
、株
式
会
社 

石
垣
の
塩
の
工
場
長
・
安
富
真
吾
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

コラボ商品の数々

敷地内の様子

会
社
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
頃
、「
石

垣
の
塩
」と
し
て
商
標
登
録
を
考
え
た

と
い
う
安
富
さ
ん
。「
地
域
名
が
入
っ
て
い

た
た
め
、会
社
で
商
標
を
取
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

２
０
０
６
年
に
地
団
制
度
が
始
ま
り
、

申
請
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。申
請
に

当
た
っ
て
は
、エ
ビ
デ
ン
ス
や
証
憑
書
類
を

揃
え
る
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
そ
う
。登
録

さ
れ
る
ま
で
、特
許
庁
と
何
度
も
書
類

を
確
認
し
た
と
、当
時
の
苦
労
を
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。「
書
類
作
成
は
ハ
ー

ド
で
し
た
が
、決
し
て
特
別
な
能
力
が
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。専
門
家
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
し
た
」。

地
団
の
取
得
理
由
を
伺
う
と「
我
々

は
元
々
、県
外
や
海
外
へ
、こ
の
石
垣
島
の

恵
み
で
あ
る
塩
を
届
け
た
い
と
い
う
想
い

が
あ
り
ま
し
た
。地
団
は
国
が
認
定
す

る
も
の
な
の
で
、信
頼
性
も
高
く
、登
録

に
到
る
ま
で
の
書
類
作
り
で
私
た
ち
も

　
し
か
し
、石
垣
の
塩
を
全
国
に
広
め

る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。全
国
の
物
産
展
に
塩
を
担
い
で
出
店

し
、辛
抱
強
く
石
垣
の
塩
の
魅
力
を
伝

え
て
い
っ
た
と
い
う
安
富
さ
ん
。「
あ
の
頃

は
毎
日
毎
日
、全
国
を
回
っ
て
い
ま
し
た

ね
。一
緒
に
出
店
し
た
企
業
の
方
と
は
今

も
連
絡
を
取
り
合
う
ほ
ど
、濃
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。縁
が
縁
を
呼
び
、大

手
メ
ー
カ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
と
も
商
談
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　
２
０
０
７
年
頃
は
、日
本
各
地
で
食
品

偽
装
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

「
食
の
安
全
」に
つ
い
て
、メ
ー
カ
ー
や
消

費
者
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。県

外
の
大
手
メ
ー
カ
ー
は
、生
産
地
に
足
を

運
び
、し
っ
か
り
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

う
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石
垣
の
塩
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
か
ら

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
話
が
来
た
際
に
は
、

地
団
が
あ
る
こ
と
で
信
頼
を
ス
ム
ー
ズ
に

獲
得
で
き
た
そ
う
で
す
。「
や
は
り
、特

許
庁
が
認
め
た
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う

の
は
強
み
に
な
り
ま
し
た
」。

あ!
これも地団！
商標登録：第5005199号　石垣の塩(いしがきのしお)
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自
然
の
恵
み
豊
か
な「
名
蔵
湾
」の
海
水
の
み
を
使
用

地
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登
録
で
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国
そ
し
て
海
外
展
開
に
活
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　地域団体商標制度は、「地域の名称」と「商品（サービス）
名」等の組み合わせからなる商標を地域ブランドとして保護
することにより、地域経済の活性化を目的とした制度です。
　沖縄県内の取組を連載で紹介します。

沖縄の地域団体商標（地団）活用事例

「
私
た
ち
が
塩
づ
く
り
を
始
め
た
の
は

１
９
９
９
年
。１
９
９
７
年
に
塩
専
売

制
度
が
廃
止
さ
れ
、塩
の
生
産
が
自
由

化
さ
れ
て
約
２
年
後
で
し
た
」と
話
す

安
富
さ
ん
。塩
の
生
産
が
自
由
化
さ
れ

る
前
は
、塩
づ
く
り
は
国
で
管
理
さ

れ
、い
わ
ゆ
る
食
塩
と
し
て
流
通
し
て

い
ま
し
た
。

「
こ
こ
、名
蔵
湾
は
約
３
０
０
年
前
か

ら
塩
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
文

　
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
商
品

が
生
ま
れ
る
中
、も
ち
ろ
ん
石
垣
島
の
企

業
の
商
品
と
も
コ
ラ
ボ
す
る
機
会
が
増

え
た
そ
う
。石
垣
の
塩
は
、ラ
イ
セ
ン
ス

料
を
取
っ
て
お
ら
ず
、コ
ラ
ボ
す
る
と
き

に
は
必
ず
そ
の
製
品
に
ど
の
よ
う
に
石

垣
の
塩
を
使
用
す
る
か
、割
合
は
ど
れ

だ
け
か
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
表
記
は
ど
う
か

な
ど
詳
細
ま
で
確
認
し
て
い
る
と
の
こ

と
。契
約
当
初
か
ら
、条
件
を
明
記
し
、

ク
リ
ア
し
な
い
と
商
品
を
出
せ
な
い
よ

う
、徹
底
管
理
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
管
理
の
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、私
た

ち
は『
石
垣
の
塩
』の
価
値
を
決
し
て
落

と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、守
っ
て
い
く
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
」。

石
垣
の
塩
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
徹
底

し
、付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に
尽
力

し
て
き
た
こ
と
で
、通
常
の
食
塩
の
約
十

倍
は
す
る
価
格
で
あ
り
な
が
ら
、売
上

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。「
コ
ロ
ナ
化
で
企
業

も
現
地
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、コ

ラ
ボ
件
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、そ
の
代

わ
り
巣
ご
も
り
消
費
で
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
で
の
売
上
が
伸
び
ま
し
た
」と

話
す
安
富
さ
ん
。

成
分
表
示
等
、消
費
者
の
方
に
自
信
を

も
っ
て
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報

を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。起

業
当
初
か
ら
高
品
質
・
安
定
供
給
の
た

め
に
工
場
に
設
備
投
資
を
行
っ
て
お
り
、

地
団
の
取
得
で「
石
垣
の
塩
」の
ブ
ラ
ン
ド

化
の
基
盤
が
整
っ
た
そ
う
で
す
。

献
も
あ
り
、八
重
山
諸
島
の
塩
作
り
発

祥
の
地
な
ん
で
す
」。安
富
さ
ん
た
ち
が

塩
を
作
り
始
め
た
頃
は
、割
高
の
天
然

の
海
塩
は
認
知
度
が
低
く
、軌
道
に
乗

る
ま
で
約
６
年
か
か
っ
た
そ
う
。ト
レ
ン

ド
に
敏
感
な
東
京
の
富
裕
層
や
食
通
か

ら
評
判
を
得
て
、徐
々
に
取
引
が
広
が
っ

て
いっ
た
そ
う
で
す
。

商
品
の
価
値
を
ブ
レ
る
こ
と
な
く
、伝

え
続
け
る
こ
と
で
、一
般
消
費
者
ま
で

沖
縄
の
ブ
ラ
ン
ド
塩
を
牽
引
す
る

「
石
垣
の
塩
」

塩
の
生
産・流
通
の
自
由
化
で
、

広
が
る
市
場
と
ニ
ー
ズ

当
初
か
ら
県
外・海
外
を
見
据
え
、

高
品
質・安
定
供
給
の
た
め
に

設
備
投
資

次
世
代
を
担
う
石
垣
島
の

子
ど
も
達
が
、自
慢
で
き
る
存
在
を

目
指
し
て

メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
一
役
買
う
地
団

付
加
価
値
を
伝
え
る
た
め
に
、

徹
底
し
た
管
理
体
制
を

認
知
が
広
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
提

供
す
る
商
品
の
美
味
し
さ
と
安
全
を
変

わ
ら
ず
守
り
続
け
る
こ
と
。そ
し
て
少

子
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
の
で
、海
外
展

開
も
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
」と
語
り

ま
す
。品
質
管
理
を
追
求
す
る
た
め
に

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
：
厚
労
省
が
所
管

す
る
衛
生
管
理
制
度
）の
取
得
も
視
野

に
入
れ
、ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
、抜
か

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
石
垣
の
塩
は
、と
に
か
く
き
れ
い
な

海
の
恵
み
が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
。海

と
山
、森
、川…

自
然
は
す
べ
て
繋
が
っ

て
い
ま
す
。私
た
ち
は
塩
づ
く
り
を
通
し

て
豊
か
な
石
垣
島
の
自
然
を
守
る
活
動

に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、島
の
子
ど
も
達
に

も
石
垣
の
塩
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
い
、自
慢
で
き
る
存
在
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
」と
使
命
感
あ
ふ
れ
る
力
強
い

目
で
語
る
安
富
さ
ん
。島
の
発
展
だ
け
で

な
く
環
境
保
全
も
取
り
入
れ
た
石
垣
の

塩
の
取
組
に
今
後
も
注
目
で
す
。
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お
問
合
せ
先

経
済
産
業
部
　
地
域
経
済
課 

知
的
財
産
室

　
　 

☎
０
９
８

‒

８
６
６

‒

１
７
３
０

日
本
最
南
端
、八
重
山
諸
島
石
垣

島
。島
内
最
大
を
誇
る
美
し
い
名
蔵
湾

を
中
心
に
、石
垣
島
周
辺
の
綺
麗
な
海

水
の
み
を
原
料
に
し
た「
石
垣
の
塩
」は
、

天
日
干
し
や
釜
炊
き
な
ど
で
製
造
し

た
、ミ
ネ
ラ
ル
分
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
ん

だ
塩
で
す
。取
水
地
で
あ
る
名
蔵
湾
は
、

国
際
条
約
で
あ
る
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登

録
地
で
、２
０
０
７
年
に
は
国
立
公
園
に

も
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
石
垣
の
塩
が
地
域
団
体
商
標（
以
下
、

地
団
）を
出
願
し
た
の
は
２
０
０
６
年
。

沖
縄
で
は
第
一
号
の
地
団
登
録
と
な
り

ま
し
た
。申
請
を
主
導
し
た
、株
式
会
社 

石
垣
の
塩
の
工
場
長
・
安
富
真
吾
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

コラボ商品の数々

敷地内の様子

会
社
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
頃
、「
石

垣
の
塩
」と
し
て
商
標
登
録
を
考
え
た

と
い
う
安
富
さ
ん
。「
地
域
名
が
入
っ
て
い

た
た
め
、会
社
で
商
標
を
取
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、

２
０
０
６
年
に
地
団
制
度
が
始
ま
り
、

申
請
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」。申
請
に

当
た
っ
て
は
、エ
ビ
デ
ン
ス
や
証
憑
書
類
を

揃
え
る
こ
と
が
大
変
だ
っ
た
そ
う
。登
録

さ
れ
る
ま
で
、特
許
庁
と
何
度
も
書
類

を
確
認
し
た
と
、当
時
の
苦
労
を
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。「
書
類
作
成
は
ハ
ー

ド
で
し
た
が
、決
し
て
特
別
な
能
力
が
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。専
門
家
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
ま
し
た
」。

地
団
の
取
得
理
由
を
伺
う
と「
我
々

は
元
々
、県
外
や
海
外
へ
、こ
の
石
垣
島
の

恵
み
で
あ
る
塩
を
届
け
た
い
と
い
う
想
い

が
あ
り
ま
し
た
。地
団
は
国
が
認
定
す

る
も
の
な
の
で
、信
頼
性
も
高
く
、登
録

に
到
る
ま
で
の
書
類
作
り
で
私
た
ち
も

　
し
か
し
、石
垣
の
塩
を
全
国
に
広
め

る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。全
国
の
物
産
展
に
塩
を
担
い
で
出
店

し
、辛
抱
強
く
石
垣
の
塩
の
魅
力
を
伝

え
て
い
っ
た
と
い
う
安
富
さ
ん
。「
あ
の
頃

は
毎
日
毎
日
、全
国
を
回
っ
て
い
ま
し
た

ね
。一
緒
に
出
店
し
た
企
業
の
方
と
は
今

も
連
絡
を
取
り
合
う
ほ
ど
、濃
い
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。縁
が
縁
を
呼
び
、大

手
メ
ー
カ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
と
も
商
談
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」。

　
２
０
０
７
年
頃
は
、日
本
各
地
で
食
品

偽
装
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、

「
食
の
安
全
」に
つ
い
て
、メ
ー
カ
ー
や
消

費
者
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。県

外
の
大
手
メ
ー
カ
ー
は
、生
産
地
に
足
を

運
び
、し
っ
か
り
と
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行

う
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

石
垣
の
塩
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
か
ら

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
話
が
来
た
際
に
は
、

地
団
が
あ
る
こ
と
で
信
頼
を
ス
ム
ー
ズ
に

獲
得
で
き
た
そ
う
で
す
。「
や
は
り
、特

許
庁
が
認
め
た
、地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
い
う

の
は
強
み
に
な
り
ま
し
た
」。

あ!
これも地団！
商標登録：第5005199号　石垣の塩(いしがきのしお)
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に
活
用
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　地域団体商標制度は、「地域の名称」と「商品（サービス）
名」等の組み合わせからなる商標を地域ブランドとして保護
することにより、地域経済の活性化を目的とした制度です。
　沖縄県内の取組を連載で紹介します。

沖縄の地域団体商標（地団）活用事例

「
私
た
ち
が
塩
づ
く
り
を
始
め
た
の
は

１
９
９
９
年
。１
９
９
７
年
に
塩
専
売

制
度
が
廃
止
さ
れ
、塩
の
生
産
が
自
由

化
さ
れ
て
約
２
年
後
で
し
た
」と
話
す

安
富
さ
ん
。塩
の
生
産
が
自
由
化
さ
れ

る
前
は
、塩
づ
く
り
は
国
で
管
理
さ

れ
、い
わ
ゆ
る
食
塩
と
し
て
流
通
し
て

い
ま
し
た
。

「
こ
こ
、名
蔵
湾
は
約
３
０
０
年
前
か

ら
塩
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
文

　
さ
ま
ざ
ま
な
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
商
品

が
生
ま
れ
る
中
、も
ち
ろ
ん
石
垣
島
の
企

業
の
商
品
と
も
コ
ラ
ボ
す
る
機
会
が
増

え
た
そ
う
。石
垣
の
塩
は
、ラ
イ
セ
ン
ス

料
を
取
っ
て
お
ら
ず
、コ
ラ
ボ
す
る
と
き

に
は
必
ず
そ
の
製
品
に
ど
の
よ
う
に
石

垣
の
塩
を
使
用
す
る
か
、割
合
は
ど
れ

だ
け
か
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
表
記
は
ど
う
か

な
ど
詳
細
ま
で
確
認
し
て
い
る
と
の
こ

と
。契
約
当
初
か
ら
、条
件
を
明
記
し
、

ク
リ
ア
し
な
い
と
商
品
を
出
せ
な
い
よ

う
、徹
底
管
理
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
管
理
の
手
間
は
か
か
り
ま
す
が
、私
た

ち
は『
石
垣
の
塩
』の
価
値
を
決
し
て
落

と
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、守
っ
て
い
く
こ
と

を
重
視
し
て
い
ま
す
」。

石
垣
の
塩
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
徹
底

し
、付
加
価
値
を
高
め
る
た
め
に
尽
力

し
て
き
た
こ
と
で
、通
常
の
食
塩
の
約
十

倍
は
す
る
価
格
で
あ
り
な
が
ら
、売
上

を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。「
コ
ロ
ナ
化
で
企
業

も
現
地
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、コ

ラ
ボ
件
数
は
減
少
し
ま
し
た
が
、そ
の
代

わ
り
巣
ご
も
り
消
費
で
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
で
の
売
上
が
伸
び
ま
し
た
」と

話
す
安
富
さ
ん
。

成
分
表
示
等
、消
費
者
の
方
に
自
信
を

も
っ
て
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報

を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」。起

業
当
初
か
ら
高
品
質
・
安
定
供
給
の
た

め
に
工
場
に
設
備
投
資
を
行
っ
て
お
り
、

地
団
の
取
得
で「
石
垣
の
塩
」の
ブ
ラ
ン
ド

化
の
基
盤
が
整
っ
た
そ
う
で
す
。

献
も
あ
り
、八
重
山
諸
島
の
塩
作
り
発

祥
の
地
な
ん
で
す
」。安
富
さ
ん
た
ち
が

塩
を
作
り
始
め
た
頃
は
、割
高
の
天
然

の
海
塩
は
認
知
度
が
低
く
、軌
道
に
乗

る
ま
で
約
６
年
か
か
っ
た
そ
う
。ト
レ
ン

ド
に
敏
感
な
東
京
の
富
裕
層
や
食
通
か

ら
評
判
を
得
て
、徐
々
に
取
引
が
広
が
っ

て
いっ
た
そ
う
で
す
。

商
品
の
価
値
を
ブ
レ
る
こ
と
な
く
、伝

え
続
け
る
こ
と
で
、一
般
消
費
者
ま
で

沖
縄
の
ブ
ラ
ン
ド
塩
を
牽
引
す
る

「
石
垣
の
塩
」

塩
の
生
産・流
通
の
自
由
化
で
、

広
が
る
市
場
と
ニ
ー
ズ

当
初
か
ら
県
外・海
外
を
見
据
え
、

高
品
質・安
定
供
給
の
た
め
に

設
備
投
資

次
世
代
を
担
う
石
垣
島
の

子
ど
も
達
が
、自
慢
で
き
る
存
在
を

目
指
し
て

メ
ー
カ
ー
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
も
一
役
買
う
地
団

付
加
価
値
を
伝
え
る
た
め
に
、

徹
底
し
た
管
理
体
制
を

認
知
が
広
が
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
提

供
す
る
商
品
の
美
味
し
さ
と
安
全
を
変

わ
ら
ず
守
り
続
け
る
こ
と
。そ
し
て
少

子
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
の
で
、海
外
展

開
も
推
し
進
め
て
い
き
ま
す
」と
語
り

ま
す
。品
質
管
理
を
追
求
す
る
た
め
に

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
：
厚
労
省
が
所
管

す
る
衛
生
管
理
制
度
）の
取
得
も
視
野

に
入
れ
、ブ
ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
、抜
か

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
石
垣
の
塩
は
、と
に
か
く
き
れ
い
な

海
の
恵
み
が
な
い
と
成
り
立
た
な
い
。海

と
山
、森
、川…

自
然
は
す
べ
て
繋
が
っ

て
い
ま
す
。私
た
ち
は
塩
づ
く
り
を
通
し

て
豊
か
な
石
垣
島
の
自
然
を
守
る
活
動

に
も
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
の
た
め
に
は
、島
の
子
ど
も
達
に

も
石
垣
の
塩
に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
い
、自
慢
で
き
る
存
在
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
」と
使
命
感
あ
ふ
れ
る
力
強
い

目
で
語
る
安
富
さ
ん
。島
の
発
展
だ
け
で

な
く
環
境
保
全
も
取
り
入
れ
た
石
垣
の

塩
の
取
組
に
今
後
も
注
目
で
す
。

D
ATA

八
重
山
観
光
振
興
協
同
組
合

住
所：沖
縄
県
石
垣
市
字
新
川
１
１
４
５
番
地
の
57

電
話：０
９
８
‐
８
８
‐
５
６
６
９

H
P：https://w

w
w
.okinaw

anojinzai.com
/
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お問合せ先　
総務部 企画調整課
☎０９８‒８６６‒００４７

人力車、女学生、レトロな車が見える。お店の看板も実際に
あったものを、写真などから忠実に再現するようにしたと
いう。

ゆ
い
レ
ー
ル
県
庁
駅
前
を
降
り
て
、５
分
歩
い
た
パ
レ
ッ
ト
く

も
じ
内
に
、那
覇
市
歴
史
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。こ
の
博
物
館
に

は
、戦
前
の
那
覇
の
町
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
、当

時
の
街
並
み
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
か
懐
か
し
い
風
情
漂
う
街
並
み
で
す
。目
線
を
近
づ
け
る

と
、路
面
電
車
、人
力
車
、通
り
を
歩
く
子
供
た
ち
、電
柱
、看
板

な
ど
が
実
に
細
か
く
再
現
さ
れ
て
い
て
、見
れ
ば
見
る
ほ
ど
新
し

い
発
見
が
あ
り
、楽
し
さ
が
膨
ら
ん
で
き
ま
す
。

こ
の
ジ
オ
ラ
マ
制
作
に
携
わ
っ
た
当
時
の
担
当
者
の
喜
納
大
作

さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―

と
て
も
細
部
ま
で
精
工
に
で
き
て
い

て
ま
る
で
本
物
の
よ
う
で
す
。ど
う

や
っ
て
作
っ
た
の
で
す
か
。

　
お
も
に
当
時
の
写
真
を
参
考
に
復

元
し
て
い
ま
す
。建
物
の
寸
法
な
ど
も

写
真
か
ら
割
り
出
し
ま
し
た
。た
と
え

ば
建
物
の
横
幅
が
わ
か
ら
な
い
と
し

て
も
、今
と
昔
で
大
き
さ
が
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
瓦
が
い
く
つ
並
ん
で
い
る
か

を
数
え
る
こ
と
で
、お
お
よ
そ
の
横
幅

を
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。写

真
を
も
と
に
図
面
を
作
っ
て
も
ら
っ

て
、当
時
の
建
物
と
し
て
問
題
な
い
か

建
築
の
専
門
家
と
も
一
緒
に
検
討
し

ま
し
た
。

―
地
道
な
作
業
で
大
変
だ
っ
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
や
り
が
い
が
あ
り
、楽
し
い
時
間
で

し
た
。か
つ
て
の
那
覇
の
街
並
み
は
と

て
も
個
性
的
で
魅
力
的
で
す
。西
洋
風

の
モ
ダ
ン
な
建
物
や
路
面
電
車
な
ど
近

代
的
な
も
の
と
、沖
縄
の
赤
瓦
屋
根
の

建
物
が
同
居
す
る
情
緒
あ
る
街
並
み

で
し
た
。戦
前
の
那
覇
の
中
心
は
那
覇

港
に
近
い
今
の
東
町
一
帯
に
あ
り
ま
し

た
。那
覇
市
役
所
、郵
便
局
、百
貨
店
、

商
店
な
ど
が
立
地
し
、人
と
物
が
行
き

交
う
豊
か
な
場
所
で
し
た
。ち
ょ
う
ど

―

ジ
オ
ラ
マ
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

　
難
し
い
歴
史
書
な
ど
と
違
い
、子
供
か

ら
大
人
ま
で
”見
て
“楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。戦
争
で
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
那
覇
の
雰
囲
気
を
、ジ
オ

ラ
マ
を
通
し
て
感
じ
て
も
ら
っ
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
近
く
に
寄
ら
れ
た
際
な
ど
に
、是
非

一
度
、足
を
の
ば
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

撮影協力 : 那覇市歴史博物館（那覇市久茂地1-1-1パレットくもじ４F）

当時の人たちの
息遣いが
聞こえそう

目線を近づけると、まったく異なる世界が見えてくる。路面電車、線路を横切る自転車、和服姿
の女性が精巧につくられていて動き出しそう。思わず引き込まれて、時間を忘れてしまいそう
になる。

1984年生。元・那覇市歴史博物館
非常勤学芸員。
執筆等：「潟原の製塩風景を読む」
『古地図で楽しむ首里・那覇』所収、
風媒社、2022／「写真から見る近代
の首里城正殿」『首里城御普請物語』
所収、那覇市歴史博物館、2022ほか

NAKAYUKUI

お
き
な
わ
の
な
つ
か
し
の
風
景

~
戦
前
の
那
覇
の
町
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
~

ジ
オ
ラ
マ
で
復
元
し
た
場
所
で
す
。そ

の
当
時
の
雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
再
現
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。で
き
る
だ
け
、リ

ア
ル
に
再
現
し
た
い
と
思
い
、当
時
近

く
に
住
ん
で
い
た
方
に
も
話
を
伺
っ

た
り
し
ま
し
た
。

窓窓窓
仕事の仕事の

No.1

沖縄復帰50周年記念講演会
沖縄振興の

これまでとこれから
～持続可能性のある強い沖縄経済を目指して～

沖縄が本土に復帰して今年で50年を迎えました。沖縄総合事務局では、復帰から今日までの沖縄振興を振り
返り、新たな沖縄振興について考えていくための一助となるよう、令和4年10月13日、沖縄復帰50周年記念講演会
「沖縄振興のこれまでとこれから～持続可能性のある強い沖縄経済を目指して～」を開催いたしました。

　
講
演
会
で
は
、お
二
人
の
講
師
を
お

招
き
し
、講
演
会
前
半
は
、名
桜
大
学

大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
教
授
で
、

内
閣
府
沖
縄
振
興
審
議
会
委
員
の

宮
平
栄
治
様
に
、「
沖
縄
振
興
の
50
年

を
振
り
返
る
」を
テ
ー
マ
に
、こ
れ
ま
で

の
5
次
に
わ
た
る
沖
縄
振
興（
開
発
）

計
画
の
解
説
や
、今
後
の
沖
縄
の
発
展

に
向
け
て
の
提
言
等
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、講
演
会
後
半
は
、U
＆
I
株

式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
で
、株
式

会
社
上
間
フ
ー
ド
ア
ン
ド
ラ
イ
フ
会
長

の
上
間
喜
壽
様
に
、「
こ
れ
か
ら
の
沖
縄

振
興
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
、経
営
者
の

立
場
か
ら
熱
い
思
い
を
語
って
い
た
だ
き▲これまでの沖縄振興について語る宮平栄治氏

▲これからの沖縄振興について語る上間喜壽氏

ま
し
た
。

　
当
日
は
、会
場
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、講
演
後
の

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、盛
況
の

な
か
で
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
講
演
会
の
動
画
は
、沖
縄
総
合
事
務

局
の「
Y
o
u
　
T
u
b
e
」で
公
開
し
て

お
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
下
さ
い
。

YouTubeで動画配信中

総 務 部

見逃した方も
安心！

喜納大作（きな・だいさく）
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お問合せ先　
総務部 企画調整課
☎０９８‒８６６‒００４７

人力車、女学生、レトロな車が見える。お店の看板も実際に
あったものを、写真などから忠実に再現するようにしたと
いう。

ゆ
い
レ
ー
ル
県
庁
駅
前
を
降
り
て
、５
分
歩
い
た
パ
レ
ッ
ト
く

も
じ
内
に
、那
覇
市
歴
史
博
物
館
が
あ
り
ま
す
。こ
の
博
物
館
に

は
、戦
前
の
那
覇
の
町
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
、当

時
の
街
並
み
を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。

ど
こ
か
懐
か
し
い
風
情
漂
う
街
並
み
で
す
。目
線
を
近
づ
け
る

と
、路
面
電
車
、人
力
車
、通
り
を
歩
く
子
供
た
ち
、電
柱
、看
板

な
ど
が
実
に
細
か
く
再
現
さ
れ
て
い
て
、見
れ
ば
見
る
ほ
ど
新
し

い
発
見
が
あ
り
、楽
し
さ
が
膨
ら
ん
で
き
ま
す
。

こ
の
ジ
オ
ラ
マ
制
作
に
携
わ
っ
た
当
時
の
担
当
者
の
喜
納
大
作

さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―

と
て
も
細
部
ま
で
精
工
に
で
き
て
い

て
ま
る
で
本
物
の
よ
う
で
す
。ど
う

や
っ
て
作
っ
た
の
で
す
か
。

　
お
も
に
当
時
の
写
真
を
参
考
に
復

元
し
て
い
ま
す
。建
物
の
寸
法
な
ど
も

写
真
か
ら
割
り
出
し
ま
し
た
。た
と
え

ば
建
物
の
横
幅
が
わ
か
ら
な
い
と
し

て
も
、今
と
昔
で
大
き
さ
が
あ
ま
り
変

わ
ら
な
い
瓦
が
い
く
つ
並
ん
で
い
る
か

を
数
え
る
こ
と
で
、お
お
よ
そ
の
横
幅

を
割
り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。写

真
を
も
と
に
図
面
を
作
っ
て
も
ら
っ

て
、当
時
の
建
物
と
し
て
問
題
な
い
か

建
築
の
専
門
家
と
も
一
緒
に
検
討
し

ま
し
た
。

―

地
道
な
作
業
で
大
変
だ
っ
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
や
り
が
い
が
あ
り
、楽
し
い
時
間
で

し
た
。か
つ
て
の
那
覇
の
街
並
み
は
と

て
も
個
性
的
で
魅
力
的
で
す
。西
洋
風

の
モ
ダ
ン
な
建
物
や
路
面
電
車
な
ど
近

代
的
な
も
の
と
、沖
縄
の
赤
瓦
屋
根
の

建
物
が
同
居
す
る
情
緒
あ
る
街
並
み

で
し
た
。戦
前
の
那
覇
の
中
心
は
那
覇

港
に
近
い
今
の
東
町
一
帯
に
あ
り
ま
し

た
。那
覇
市
役
所
、郵
便
局
、百
貨
店
、

商
店
な
ど
が
立
地
し
、人
と
物
が
行
き

交
う
豊
か
な
場
所
で
し
た
。ち
ょ
う
ど

―

ジ
オ
ラ
マ
の
魅
力
は
何
で
す
か
。

　
難
し
い
歴
史
書
な
ど
と
違
い
、子
供
か

ら
大
人
ま
で
”見
て
“楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。戦
争
で
失
わ

れ
て
し
ま
っ
た
那
覇
の
雰
囲
気
を
、ジ
オ

ラ
マ
を
通
し
て
感
じ
て
も
ら
っ
た
ら
嬉
し

い
で
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
近
く
に
寄
ら
れ
た
際
な
ど
に
、是
非

一
度
、足
を
の
ば
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

撮影協力 : 那覇市歴史博物館（那覇市久茂地1-1-1パレットくもじ４F）

当時の人たちの
息遣いが
聞こえそう

目線を近づけると、まったく異なる世界が見えてくる。路面電車、線路を横切る自転車、和服姿
の女性が精巧につくられていて動き出しそう。思わず引き込まれて、時間を忘れてしまいそう
になる。

1984年生。元・那覇市歴史博物館
非常勤学芸員。
執筆等：「潟原の製塩風景を読む」
『古地図で楽しむ首里・那覇』所収、
風媒社、2022／「写真から見る近代
の首里城正殿」『首里城御普請物語』
所収、那覇市歴史博物館、2022ほか

NAKAYUKUI

お
き
な
わ
の
な
つ
か
し
の
風
景

~
戦
前
の
那
覇
の
町
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
~

ジ
オ
ラ
マ
で
復
元
し
た
場
所
で
す
。そ

の
当
時
の
雰
囲
気
を
そ
の
ま
ま
再
現
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。で
き
る
だ
け
、リ

ア
ル
に
再
現
し
た
い
と
思
い
、当
時
近

く
に
住
ん
で
い
た
方
に
も
話
を
伺
っ

た
り
し
ま
し
た
。

窓窓窓
仕事の仕事の

No.1

沖縄復帰50周年記念講演会
沖縄振興の

これまでとこれから
～持続可能性のある強い沖縄経済を目指して～

沖縄が本土に復帰して今年で50年を迎えました。沖縄総合事務局では、復帰から今日までの沖縄振興を振り
返り、新たな沖縄振興について考えていくための一助となるよう、令和4年10月13日、沖縄復帰50周年記念講演会
「沖縄振興のこれまでとこれから～持続可能性のある強い沖縄経済を目指して～」を開催いたしました。

　
講
演
会
で
は
、お
二
人
の
講
師
を
お

招
き
し
、講
演
会
前
半
は
、名
桜
大
学

大
学
院
国
際
文
化
研
究
科
教
授
で
、

内
閣
府
沖
縄
振
興
審
議
会
委
員
の

宮
平
栄
治
様
に
、「
沖
縄
振
興
の
50
年

を
振
り
返
る
」を
テ
ー
マ
に
、こ
れ
ま
で

の
5
次
に
わ
た
る
沖
縄
振
興（
開
発
）

計
画
の
解
説
や
、今
後
の
沖
縄
の
発
展

に
向
け
て
の
提
言
等
に
つ
い
て
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、講
演
会
後
半
は
、U
＆
I
株

式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
で
、株
式

会
社
上
間
フ
ー
ド
ア
ン
ド
ラ
イ
フ
会
長

の
上
間
喜
壽
様
に
、「
こ
れ
か
ら
の
沖
縄

振
興
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
、経
営
者
の

立
場
か
ら
熱
い
思
い
を
語
って
い
た
だ
き▲これまでの沖縄振興について語る宮平栄治氏

▲これからの沖縄振興について語る上間喜壽氏

ま
し
た
。

　
当
日
は
、会
場
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
頂
き
、講
演
後
の

質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ
れ
、盛
況
の

な
か
で
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
講
演
会
の
動
画
は
、沖
縄
総
合
事
務

局
の「
Y
o
u
　
T
u
b
e
」で
公
開
し
て

お
り
ま
す
の
で
、是
非
ご
覧
下
さ
い
。

YouTubeで動画配信中

総 務 部

見逃した方も
安心！

喜納大作（きな・だいさく）
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.2

沖縄復帰50周年記念パネル展
沖縄公正取引室50年のあゆみ

～どっきんの部屋～窓窓窓
仕事の仕事の

No.3

今後の公正取引室の取組
～新しい資本主義へ～

総 務 部

　
令
和
４
年
８
月
23
日
か
ら
９
月

２
日
ま
で「
沖
縄
公
正
取
引
室
50
年

の
あ
ゆ
み
〜
ど
っ
き
ん
の
部
屋
〜
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
展
を
沖
縄
総
合

事
務
局
１
階
行
政
情
報
プ
ラ
ザ
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
公
正
取
引
室
の
開
設
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
あ
ゆ
み
や
、公
正
取

引
委
員
会
委
員
長
談
話
、公
正
取

引
委
員
会
の
組
織
概
要
や
運
用
法

令
、普
及
・
啓
発
活
動
及
び
公
式
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ど
っ
き
ん
」

の
紹
介
な
ど
、展
示
内
容
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、パ
ネ
ル
展
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
６
月
７
日
に「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
」や「
新

し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
」が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
閣
議
決
定
に
基
づ
く
公
正
取
引
委
員
会
に
お
け
る
主
な
新
し
い
資
本
主
義
へ

の
取
組
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
社
会
経
済
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
や
企
業
の
成
長
を
促
す

競
争
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、取
引
慣
行
や
規
制
に
よ
り
競
争
が
働
い
て
い
な
い

分
野
の
実
態
を
調
査
し
、改
善
や
見
直
し
を
提
言
す
る
ア
ド
ボ
カ
シ
ー（
唱
導
）機

能
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

②
中
小
企
業
等
が
賃
金
引
上
げ
の
原
資
を
確
保
で
き
る
よ
う
、労
務
費
、原
材
料

費
、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分
の
適
切
な
転
嫁
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
る

こ
と
。

　
公
正
取
引
委
員
会
は
、令
和
４
年
６
月
16
日
に「
デ
ジ
タ
ル
化
等
社
会
経
済
の

変
化
に
対
応
し
た
競
争
政
策
の
積
極
的
な
推
進
に
向
け
て
」を
公
表
し
、ア
ド
ボ

カ
シ
ー
と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
連
携
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
公
正
取
引
委
員
会
は
、独
占
禁

止
法
を
運
用
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
機
関
で
、国
の
行
政
組
織
上
は

内
閣
府
の
外
局
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
に
お
い
て
は
、昭
和
47
年
の

本
土
復
帰
に
伴
い
、沖
縄
に
①
独
占

禁
止
法
、②
下
請
法
、③
景
品
表
示

法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、公

正
取
引
委
員
会
の
沖
縄
地
区
の
業

務
を
担
う
た
め
、沖
縄
総
合
事
務

局
総
務
部
に
公
正
取
引
室
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、④
官
製
談
合
防
止
法
、⑤

消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
の

業
務
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、当

初
職
員
４
名
だ
っ
た
公
正
取
引
室
は
、

現
在
13
名
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

公
正
取
引
委
員
会
の

沖
縄
地
区
担
当
と
し
て

の
役
割

　
独
占
禁
止
法
と
下
請
法
の
内
容
に

つい
て
、解
説
イ
ラ
ス
ト
や
ク
イ
ズ
形
式

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、公
正
取
引
室
が
担
当
し

た
沖
縄
県
に
お
け
る
主
な
独
占
禁

止
法
及
び
景
品
表
示
法
の
違
反
事

件
に
つ
い
て
、イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
展
で
は
公
正
取
引
室
が
運

用
す
る
各
種
法
令
の
パン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
ま
し
た
。

運
用
法
令
の
解
説
と

主
な
違
反
事
件
の
紹
介

配
布
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

紹
介

▲沖縄本土復帰50周年記念
公正取引委員会委員長談話の展示 ▲パネル展の様子

沖縄総合事務局 総務部 公正取引室では、
現在、①～⑤の法律の業務を担当しているよ！

▲各種パンフレットは公正取引委員会等の
　HPでもご覧いただけます。

◀
ク
イ
ズ
形
式
の
下
請
法
解
説
イ
ラ
ス
ト

　（下
請
代
金
の
減
額
）

― 公正取引委員会が運用する法律―
昭和22年

昭和31年
昭和37年
昭和47年
平成14年
平成25年

①独占禁止法
　☞公正取引委員会設置
②下請法
③景品表示法
沖縄本土復帰☞公正取引室開設
④官製談合防止法
⑤消費税転嫁対策特別措置法

▼沖縄県における主な独占禁止法及び
　景品表示法の事件紹介

独占禁止法解説イラスト（事前相談制度）▶

▶
下
請
法
解
説

イ
ラ
ス
ト

（
支
払
遅
延
利
息
）

新
し
い
資
本
主
義
へ
の
取
組

▶
公
正
取
引
室
長 

藤
岡
賢
史

お
問
合
せ
先
　
総
務
部 

公
正
取
引
室

☎
０
９
８

‒

８
６
６

‒

０
０
４
９

独
占
禁
止
法
等
に
関
す
る
御
相
談
や
講
師

派
遣
の
御
依
頼
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

価
格
転
嫁
円
滑
化
ス
キ
ー
ム

·
違
反
行
為
情
報
提
供
フ
ォ
ー
ム
の
運
用

·
法
違
反
が
多
く
認
め
ら
れ
る
業
種
への
自
主
点
検
要
請

·
転
嫁
拒
否
が
疑
わ
れ
る
業
種
へ
の
重
点
立
入
調
査 

な
ど

下
請
法
の
執
行
強
化

·
買
い
た
た
き
の
解
釈
の
明
確
化

·
買
い
た
た
き
に
対
す
る
取
締
り
強
化

·
不
当
な
し
わ
寄
せ
防
止
に
向
け
た
普
及
啓
発
活
動 

な
ど

独
占
禁
止
法
の
執
行
強
化

·
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
関
す
る
緊
急
調
査

·
労
働
基
準
監
督
機
関
と
の
連
携
強
化

·
優
越
的
地
位
濫
用
未
然
防
止
対
策
調
査
室
の
新
設 
な
ど

中小事業者等取引公正化推進
アクションプラン

①
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
競
争
環
境
の
整
備

競
争
を
促
進

す
る
の
じ
ゃ

法
律
違
反
は

許
さ
な
い
よ

　
公
正
取
引
委
員
会
は
、「
令
和
４
年
中
小
事
業
者
等
取
引
公
正
化
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、中
小
企
業
や
下
請
事
業
者
が
、原
材
料
価
格
や
労
務
費
、エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
な
ど
の
上
昇
分
を
適
切
に
価
格
転
嫁
し
、適
正
な
利
益
を
得
て
、賃
上

げ
の
原
資
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
取
引
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
適
切
な
価
格
転
嫁
に
向
け
た
取
引
環
境
の
整
備

　
公
正
取
引
室
は
、沖
縄
に
お
け
る「
競
争
の
番
人
」と
し
て
、所
管
法
律
に
関
す
る
相

談
対
応
、事
業
者
や
発
注
者
向
け
研
修
会
、有
識
者
と
の
懇
談
会
、学
生
向
け
の
独
占

禁
止
法
教
室
、消
費
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
等
の
普
及
啓
発
の
取
組
を
行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、独
占
禁
止
法
、下
請
法
、景
品
表
示
法
等
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
れ
ば
、事

業
者
等
へ
の
調
査
を
行
っ
て
指
導
す
る
な
ど
、厳
正
に

対
処
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、公
正
取
引
室
は
、体
制
及
び
執
行
力
の
強

化
を
図
って
、

①
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
競
争
環
境
の
整
備

②
適
切
な
価
格
転
嫁
に
向
け
た
取
引
環
境
の
整
備

に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、沖
縄
に
お
い
て「
新
し
い

資
本
主
義
」が
実
現
で
き
る
よ
う
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

③
沖
縄
に
お
け
る
今
後
の
公
正
取
引
室
の
取
組

どっきん オットリー長官

連携

※詳細は18ページの「お知らせ①」を
　ご覧ください。
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.2

沖縄復帰50周年記念パネル展
沖縄公正取引室50年のあゆみ

～どっきんの部屋～窓窓窓
仕事の仕事の

No.3

今後の公正取引室の取組
～新しい資本主義へ～

総 務 部

　
令
和
４
年
８
月
23
日
か
ら
９
月

２
日
ま
で「
沖
縄
公
正
取
引
室
50
年

の
あ
ゆ
み
〜
ど
っ
き
ん
の
部
屋
〜
」

と
題
し
た
パ
ネ
ル
展
を
沖
縄
総
合

事
務
局
１
階
行
政
情
報
プ
ラ
ザ
で

開
催
し
ま
し
た
。

　
公
正
取
引
室
の
開
設
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
の
あ
ゆ
み
や
、公
正
取

引
委
員
会
委
員
長
談
話
、公
正
取

引
委
員
会
の
組
織
概
要
や
運
用
法

令
、普
及
・
啓
発
活
動
及
び
公
式
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ど
っ
き
ん
」

の
紹
介
な
ど
、展
示
内
容
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
し
た
。

　
本
稿
で
は
、パ
ネ
ル
展
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　
令
和
４
年
６
月
７
日
に「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
２
２
」や「
新

し
い
資
本
主
義
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
及
び
実
行
計
画
」が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
閣
議
決
定
に
基
づ
く
公
正
取
引
委
員
会
に
お
け
る
主
な
新
し
い
資
本
主
義
へ

の
取
組
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
社
会
経
済
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
や
企
業
の
成
長
を
促
す

競
争
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、取
引
慣
行
や
規
制
に
よ
り
競
争
が
働
い
て
い
な
い

分
野
の
実
態
を
調
査
し
、改
善
や
見
直
し
を
提
言
す
る
ア
ド
ボ
カ
シ
ー（
唱
導
）機

能
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

②
中
小
企
業
等
が
賃
金
引
上
げ
の
原
資
を
確
保
で
き
る
よ
う
、労
務
費
、原
材
料

費
、エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
上
昇
分
の
適
切
な
転
嫁
に
向
け
た
環
境
整
備
を
進
め
る

こ
と
。

　
公
正
取
引
委
員
会
は
、令
和
４
年
６
月
16
日
に「
デ
ジ
タ
ル
化
等
社
会
経
済
の

変
化
に
対
応
し
た
競
争
政
策
の
積
極
的
な
推
進
に
向
け
て
」を
公
表
し
、ア
ド
ボ

カ
シ
ー
と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
連
携
・
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
公
正
取
引
委
員
会
は
、独
占
禁

止
法
を
運
用
す
る
た
め
に
設
置
さ

れ
た
機
関
で
、国
の
行
政
組
織
上
は

内
閣
府
の
外
局
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
に
お
い
て
は
、昭
和
47
年
の

本
土
復
帰
に
伴
い
、沖
縄
に
①
独
占

禁
止
法
、②
下
請
法
、③
景
品
表
示

法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、公

正
取
引
委
員
会
の
沖
縄
地
区
の
業

務
を
担
う
た
め
、沖
縄
総
合
事
務

局
総
務
部
に
公
正
取
引
室
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、④
官
製
談
合
防
止
法
、⑤

消
費
税
転
嫁
対
策
特
別
措
置
法
の

業
務
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、当

初
職
員
４
名
だ
っ
た
公
正
取
引
室
は
、

現
在
13
名
の
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

公
正
取
引
委
員
会
の

沖
縄
地
区
担
当
と
し
て

の
役
割

　
独
占
禁
止
法
と
下
請
法
の
内
容
に

つい
て
、解
説
イ
ラ
ス
ト
や
ク
イ
ズ
形
式

の
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、公
正
取
引
室
が
担
当
し

た
沖
縄
県
に
お
け
る
主
な
独
占
禁

止
法
及
び
景
品
表
示
法
の
違
反
事

件
に
つ
い
て
、イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
展
で
は
公
正
取
引
室
が
運

用
す
る
各
種
法
令
の
パン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布
し
ま
し
た
。

運
用
法
令
の
解
説
と

主
な
違
反
事
件
の
紹
介

配
布
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

紹
介

▲沖縄本土復帰50周年記念
公正取引委員会委員長談話の展示 ▲パネル展の様子

沖縄総合事務局 総務部 公正取引室では、
現在、①～⑤の法律の業務を担当しているよ！

▲各種パンフレットは公正取引委員会等の
　HPでもご覧いただけます。

◀
ク
イ
ズ
形
式
の
下
請
法
解
説
イ
ラ
ス
ト

　（下
請
代
金
の
減
額
）

― 公正取引委員会が運用する法律―
昭和22年

昭和31年
昭和37年
昭和47年
平成14年
平成25年

①独占禁止法
　☞公正取引委員会設置
②下請法
③景品表示法
沖縄本土復帰☞公正取引室開設
④官製談合防止法
⑤消費税転嫁対策特別措置法

▼沖縄県における主な独占禁止法及び
　景品表示法の事件紹介

独占禁止法解説イラスト（事前相談制度）▶

▶
下
請
法
解
説

イ
ラ
ス
ト

（
支
払
遅
延
利
息
）

新
し
い
資
本
主
義
へ
の
取
組

▶
公
正
取
引
室
長 

藤
岡
賢
史

お
問
合
せ
先
　
総
務
部 

公
正
取
引
室

☎
０
９
８

‒

８
６
６

‒

０
０
４
９

独
占
禁
止
法
等
に
関
す
る
御
相
談
や
講
師

派
遣
の
御
依
頼
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

価
格
転
嫁
円
滑
化
ス
キ
ー
ム

·
違
反
行
為
情
報
提
供
フ
ォ
ー
ム
の
運
用

·
法
違
反
が
多
く
認
め
ら
れ
る
業
種
への
自
主
点
検
要
請

·
転
嫁
拒
否
が
疑
わ
れ
る
業
種
へ
の
重
点
立
入
調
査 

な
ど

下
請
法
の
執
行
強
化

·
買
い
た
た
き
の
解
釈
の
明
確
化

·
買
い
た
た
き
に
対
す
る
取
締
り
強
化

·
不
当
な
し
わ
寄
せ
防
止
に
向
け
た
普
及
啓
発
活
動 

な
ど

独
占
禁
止
法
の
執
行
強
化

·
優
越
的
地
位
の
濫
用
に
関
す
る
緊
急
調
査

·
労
働
基
準
監
督
機
関
と
の
連
携
強
化

·
優
越
的
地
位
濫
用
未
然
防
止
対
策
調
査
室
の
新
設 

な
ど

中小事業者等取引公正化推進
アクションプラン

①
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
競
争
環
境
の
整
備

競
争
を
促
進

す
る
の
じ
ゃ

法
律
違
反
は

許
さ
な
い
よ

　
公
正
取
引
委
員
会
は
、「
令
和
４
年
中
小
事
業
者
等
取
引
公
正
化
推
進
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、中
小
企
業
や
下
請
事
業
者
が
、原
材
料
価
格
や
労
務
費
、エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
な
ど
の
上
昇
分
を
適
切
に
価
格
転
嫁
し
、適
正
な
利
益
を
得
て
、賃
上

げ
の
原
資
を
確
保
で
き
る
よ
う
な
取
引
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

②
適
切
な
価
格
転
嫁
に
向
け
た
取
引
環
境
の
整
備

　
公
正
取
引
室
は
、沖
縄
に
お
け
る「
競
争
の
番
人
」と
し
て
、所
管
法
律
に
関
す
る
相

談
対
応
、事
業
者
や
発
注
者
向
け
研
修
会
、有
識
者
と
の
懇
談
会
、学
生
向
け
の
独
占

禁
止
法
教
室
、消
費
者
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
等
の
普
及
啓
発
の
取
組
を
行
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、独
占
禁
止
法
、下
請
法
、景
品
表
示
法
等
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
れ
ば
、事

業
者
等
へ
の
調
査
を
行
っ
て
指
導
す
る
な
ど
、厳
正
に

対
処
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、公
正
取
引
室
は
、体
制
及
び
執
行
力
の
強

化
を
図
って
、

①
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
競
争
環
境
の
整
備

②
適
切
な
価
格
転
嫁
に
向
け
た
取
引
環
境
の
整
備

に
も
取
り
組
む
こ
と
で
、沖
縄
に
お
い
て「
新
し
い

資
本
主
義
」が
実
現
で
き
る
よ
う
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

③
沖
縄
に
お
け
る
今
後
の
公
正
取
引
室
の
取
組

どっきん オットリー長官

連携

※詳細は18ページの「お知らせ①」を
　ご覧ください。
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　旧法定外公共物の境界確定または購入手続きを検討されている方は、財務部ホーム
ページ（右記のQRコード）をご覧いただくか、下記までお気軽にお問合わせ下さい。

旧法定外公共物が使用されている例

沖縄本島及び離島地域
（宮古・八重山地域を除く）

財務部統括国有財産管理官
TEL（０９８）８６６－００９７

宮古財務出張所
TEL（０９８０）７２－４７７４

八重山財務出張所
TEL（０９８０）８２－４９４１

宮古地域 八重山地域

（旧水路）（旧里道）

窓窓窓
仕事の仕事の

No.4

日本の財政について
～大学生と一緒に考える～窓窓窓

仕事の仕事の

No.5

財 務 部

　旧法定外公共物とは、かつて里道や水路等であったものが、機能を失い、公共的な用途に使われ
ていないものをいい、国（沖縄県では沖縄総合事務局財務部）が管理することになっています。旧里道
や旧水路が、現に住宅敷地等として使用されている場合には使用者に対して売却を行っています。

※　現在でも里道 ·水路としての機能を有しているもので、市区町村が必要なものについては、国
　から譲与のうえ市区町村が所有する土地となっています。

▲財務部職員による説明の様子（沖縄国際大学）

身近な国有財産
～旧法定外公共物（旧里道・旧水路）について～

　財
務
部
で
は
、地
域
の
皆
さ
ま
へ
、財
務
省

や
金
融
庁
の
施
策
を
お
伝
え
す
る
た
め
、出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、沖

縄
国
際
大
学
と
琉
球
大
学
で
行
っ
た
財
政
授

業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　11
月
30
日
に
沖
縄
国
際
大
学（
1
年
生
1
0
6

名
）、12
月
8
日
に
琉
球
大
学（
2
〜
4
年
生

82
名
）で
、財
政
の
現
状
や
課
題
等
を
説
明
す
る

財
政
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　授
業
で
は
、最
初
に
財
政
の
役
割
と
、令
和

4
年
度
予
算
を
例
に
歳
出（
支
出
）と
歳
入

（
収
入
）の
構
成
に
つ
い
て
説
明
し
、1
9
9
0

年
代
以
降
、歳
出
の
伸
び
に
歳
入
が
追
い
付
か

ず「
公
債
金
」と
い
う
借
金
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
、要
因
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り

社
会
保
障
関
係
費
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ

と
、そ
の
結
果
、日
本
の
借
金
残
高
は
、主
要

先
進
国
の
中
で
最
も
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、少
子
高
齢
化
や
財
源
の
不
足
と

いっ
た
状
況
に
対
応
し
た
社
会
保
障
と
す
る
た

め
、現
在
、「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」を

行
っ
て
お
り
、消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
増
収

分
は
全
て
社
会
保
障
に
充
て
、待
機
児
童
の
解

消
や
保
育
無
償
化
な
ど
子
育
て
世
代
の
た
め

に
も
充
当
し
、「
全
世
代
型
」の
社
会
保
障
に

転
換
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。ま

た
、あ
る
べ
き
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
、諸
外
国
と
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
、ど
の
国

も
国
民
が
望
ま
し
い
と
思
う
形
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
、日
本
で
も
引
き
続
き
国
民
全
体
で

議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。最
後
に
、よ
り
良
い
社
会
に
す
る
た

め
に
は
、18
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
が「
こ
ん
な
日

本
に
な
っ
た
ら
い
い
な
」と
い
う
ご
自
身
の
思
い

や
考
え
を
、選
挙
を
通
じ
て
意
思
表
示
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。

　事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
財
政
が
身
近
な

も
の
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
い
ろ
ん
な

学
校
で
こ
の
授
業
を
や
っ
て
若
者
に
現
状
を

理
解
し
て
ほ
し
い
」「
選
挙
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
う
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　財
務
部
の
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
、左
記

連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▲講義資料の一例

社
会
保
障
支
出（
国
民
へ
の
給
付
）

高福祉 35

30

25

20

353025 50（％）

（％）

454020

15

10

5低福祉

高福祉・高負担

　働く世代向
けから高齢者
向けまで、生活
上のリスクを
社会保障制度
が広くカバー
しているため、
社会保障の給
付が多い。
　その分、国民
の税や社会保
険料の負担も
大きい。

低福祉・低負担

　社会保障の給付が少なく、その分国
民の税や社会保険料の負担も小さい。

主な国の給付（社会保障支出）と負担（国民負担率）のバランス
（GDP比）【2015】

（出所）OECD “National Accounts”、“Revenue Statistics”、内閣府「国民経済計算」等

成長率を上回る
給付の伸び

国民負担の
引上げ

組み合わせ
給付の伸びの抑制
（社会保障制度の改革）

日本
（2060年）

日本

米国

英国

ドイツ

イタリア

フランス

低負担 高負担国民負担率（税・社会保険料の負担）

お
問
合
せ
先

財
務
部
財
務
課（
地
域
連
携
担
当
）

 

　
☎
０
９
８
-８
６
６
-０
０
9
１ ▲財務部職員による説明の様子（琉球大学）
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.4

日本の財政について
～大学生と一緒に考える～窓窓窓

仕事の仕事の

No.5

財 務 部

　旧法定外公共物とは、かつて里道や水路等であったものが、機能を失い、公共的な用途に使われ
ていないものをいい、国（沖縄県では沖縄総合事務局財務部）が管理することになっています。旧里道
や旧水路が、現に住宅敷地等として使用されている場合には使用者に対して売却を行っています。

※　現在でも里道 ·水路としての機能を有しているもので、市区町村が必要なものについては、国
　から譲与のうえ市区町村が所有する土地となっています。

▲財務部職員による説明の様子（沖縄国際大学）

身近な国有財産
～旧法定外公共物（旧里道・旧水路）について～

　財
務
部
で
は
、地
域
の
皆
さ
ま
へ
、財
務
省

や
金
融
庁
の
施
策
を
お
伝
え
す
る
た
め
、出

前
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今
号
で
は
、沖

縄
国
際
大
学
と
琉
球
大
学
で
行
っ
た
財
政
授

業
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　11
月
30
日
に
沖
縄
国
際
大
学（
1
年
生
1
0
6

名
）、12
月
8
日
に
琉
球
大
学（
2
〜
4
年
生

82
名
）で
、財
政
の
現
状
や
課
題
等
を
説
明
す
る

財
政
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　授
業
で
は
、最
初
に
財
政
の
役
割
と
、令
和

4
年
度
予
算
を
例
に
歳
出（
支
出
）と
歳
入

（
収
入
）の
構
成
に
つ
い
て
説
明
し
、1
9
9
0

年
代
以
降
、歳
出
の
伸
び
に
歳
入
が
追
い
付
か

ず「
公
債
金
」と
い
う
借
金
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
、要
因
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り

社
会
保
障
関
係
費
が
大
き
く
伸
び
て
い
る
こ

と
、そ
の
結
果
、日
本
の
借
金
残
高
は
、主
要

先
進
国
の
中
で
最
も
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。

　続
い
て
、少
子
高
齢
化
や
財
源
の
不
足
と

いっ
た
状
況
に
対
応
し
た
社
会
保
障
と
す
る
た

め
、現
在
、「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
」を

行
っ
て
お
り
、消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る
増
収

分
は
全
て
社
会
保
障
に
充
て
、待
機
児
童
の
解

消
や
保
育
無
償
化
な
ど
子
育
て
世
代
の
た
め

に
も
充
当
し
、「
全
世
代
型
」の
社
会
保
障
に

転
換
し
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。ま

た
、あ
る
べ
き
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
、諸
外
国
と
の
比
較
を
行
い
な
が
ら
、ど
の
国

も
国
民
が
望
ま
し
い
と
思
う
形
を
目
指
し
て

い
る
こ
と
、日
本
で
も
引
き
続
き
国
民
全
体
で

議
論
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。最
後
に
、よ
り
良
い
社
会
に
す
る
た

め
に
は
、18
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
が「
こ
ん
な
日

本
に
な
っ
た
ら
い
い
な
」と
い
う
ご
自
身
の
思
い

や
考
え
を
、選
挙
を
通
じ
て
意
思
表
示
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま

し
た
。

　事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
財
政
が
身
近
な

も
の
だ
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
い
ろ
ん
な

学
校
で
こ
の
授
業
を
や
っ
て
若
者
に
現
状
を

理
解
し
て
ほ
し
い
」「
選
挙
に
参
加
し
て
い

き
た
い
と
思
う
」等
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　財
務
部
の
出
前
講
座
に
つ
い
て
は
、左
記

連
絡
先
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▲講義資料の一例

社
会
保
障
支
出（
国
民
へ
の
給
付
）

高福祉 35

30

25

20

353025 50（％）

（％）

454020

15

10

5低福祉

高福祉・高負担

　働く世代向
けから高齢者
向けまで、生活
上のリスクを
社会保障制度
が広くカバー
しているため、
社会保障の給
付が多い。
　その分、国民
の税や社会保
険料の負担も
大きい。

低福祉・低負担

　社会保障の給付が少なく、その分国
民の税や社会保険料の負担も小さい。

主な国の給付（社会保障支出）と負担（国民負担率）のバランス
（GDP比）【2015】

（出所）OECD “National Accounts”、“Revenue Statistics”、内閣府「国民経済計算」等

成長率を上回る
給付の伸び

国民負担の
引上げ

組み合わせ
給付の伸びの抑制
（社会保障制度の改革）

日本
（2060年）

日本

米国

英国

ドイツ

イタリア

フランス

低負担 高負担国民負担率（税・社会保険料の負担）

お
問
合
せ
先

財
務
部
財
務
課（
地
域
連
携
担
当
）

 

　
☎
０
９
８
-８
６
６
-０
０
9
１ ▲財務部職員による説明の様子（琉球大学）
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.6

財 務 部

外国投資家による投資について
～外為法に基づく対内直接投資審査制度～

　外為法に基づき、①外国投資家（非居住者である個人、外国の会社、これらの者から50％以上出資を受
けている本邦の会社等）が、②国の安全等の観点から指定される事前届出の必要な業種を営む企業に対し
て、③投資等を行う場合、外国投資家は財務大臣及び事業所管大臣あてに事前届出を行う必要があります。

■  
■ 
■ 
■ 

日本以外の国・地域に居住する個人（日本国籍を有する者も含む）
外国で設立された法人やファンド、外国に主たる事務所を有する法人
外国法人の本邦における100％子会社
外国法人が50％以上出資する投資ファンド 等

■  
■ 
■ 
■ 
■ 

■ 
■ 

武器・航空機・宇宙開発・原子力関連の製造業、及び、これらの業種に係る修理業、ソフトウェア業
軍事転用可能な汎用品の製造業
感染症に対する医薬品に係る製造業、高度管理医療機器に係る製造業
重要鉱物資源に係る金属鉱業等、特定離島港湾施設等の整備を行う建設業
サイバーセキュリティ関連業種
（情報処理関連の機器・部品・ソフトウェア製造業種、情報サービス関連業種）
インフラ関連業種（電力業、ガス業、通信業、上水道、鉄道業、石油業、熱供給業、放送業、旅客運送）
その他（警備業、農林水産業、皮革製品製造業、航空運輸業、海運業）  等

お問合せ先　財務部 理財課　☎０９８-８６６-００92

　ご不明な点などがありましたら、下記お問合せ先までご連絡ください。

　また、財務部では、外為法に基づく対内直接投資審査制度についてご理解いただくため、職員を講師として
派遣しています。講演料・交通費は一切不要となっておりますので、お気軽にご相談ください。

　沖縄総合事務局財務部では、事前届出が必要となる場合の手続き等についての相談窓口、事前届出義務
の違反が疑われる場合等の情報提供窓口を設置しております。

Q 株式取得以外に、どのような場合に事前届出が必要ですか？
A 以下の場合などに事前届出を行うことが必要です。
・ 外国投資家自ら又はその関係者が役員に就任することについて、株主総会において同意する場合
・ 事前届出の必要な業種に属する事業を外国投資家が承継する場合

Q 事前に届出を行った投資等は、いつから行うことができますか？
A 財務大臣及び事業所管大臣において、事前届出が国の安全等に支障がないかどうかを審査するため、事
前届出を受理してから起算して30日を経過するまで（４か月まで延長可）は、届け出た投資等を行うことはで
きません（投資禁止期間）。ただし、その期間は、国の安全等を損なう事態が生ずる投資等に該当しない場
合、短縮されることがあります。

■ 
■ 
上場会社の１％以上の株式取得
非上場会社の１株以上の株式取得（端株の取得も含む） 等

事前届出の必要な業種のうち１つでも営んでいる場合は事前届出の対象
事業規模には関係がなく、子会社が以下の業種を営んでいる場合も事前届出の対象

▶ 
▶ 

よくある質問

①外国に在住する個人投資家が、②輸出規制の対象（注）となる先端材料や防衛装備品の部品を製造
する日本の非上場会社に対して、③１株（端株も含む）以上の株式取得を行う場合

・ 

①外国法人が、②ソフトウェアを開発する日本の企業に対して、③外国法人の関係者を役員として就任さ
せることについて株主総会において同意する場合

・

（注）輸出に際し経済産業大臣の承認等が必要となる軍事転用可能な汎用貨物（輸出貿易管理令別表第一に掲げる貨物）。

事前届出を提出する必要がある事例

③事前届出の必要な投資等

②事前届出の必要な業種

①事前届出の必要な投資家の例

外為法における対内直接投資審査制度の概要

事前届出の必要な
業種を営む企業

外国投資家
※非居住者、外国会社等

財務省・事業所管省庁

１．事前届出書の提出３．投資等

２．審査終了

　安全保障と経済を横断する領域で様々な課題が顕在化する中、政府全体とし
て、経済安全保障の取組を強化していくことが必要となっています。
　外国為替及び外国貿易法（外為法）では、健全な投資を一層促進しつつ、国の安全等に係る技術などが流
出することなどを防ぐため、外国投資家が日本の企業に対して一定の投資を行う場合に事前届出を求め、国の
安全等の観点から審査を行っています。

事前届出の審査スケジュール
届出受理日 審査完了日 投資等可能日

禁止期間
原則30日

投資などの可能期間

届出受理日から6か月間

　相談窓口、情報提供窓口の連絡先や詳細な資料は、下記ＵＲＬにて掲載しています。

　https://www.ogb.go.jp/zaimu/zaimu_tainaichokusetutoushi
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窓窓窓
仕事の仕事の

No.6

財 務 部

外国投資家による投資について
～外為法に基づく対内直接投資審査制度～

　外為法に基づき、①外国投資家（非居住者である個人、外国の会社、これらの者から50％以上出資を受
けている本邦の会社等）が、②国の安全等の観点から指定される事前届出の必要な業種を営む企業に対し
て、③投資等を行う場合、外国投資家は財務大臣及び事業所管大臣あてに事前届出を行う必要があります。

■  
■ 
■ 
■ 

日本以外の国・地域に居住する個人（日本国籍を有する者も含む）
外国で設立された法人やファンド、外国に主たる事務所を有する法人
外国法人の本邦における100％子会社
外国法人が50％以上出資する投資ファンド 等

■  
■ 
■ 
■ 
■ 

■ 
■ 

武器・航空機・宇宙開発・原子力関連の製造業、及び、これらの業種に係る修理業、ソフトウェア業
軍事転用可能な汎用品の製造業
感染症に対する医薬品に係る製造業、高度管理医療機器に係る製造業
重要鉱物資源に係る金属鉱業等、特定離島港湾施設等の整備を行う建設業
サイバーセキュリティ関連業種
（情報処理関連の機器・部品・ソフトウェア製造業種、情報サービス関連業種）
インフラ関連業種（電力業、ガス業、通信業、上水道、鉄道業、石油業、熱供給業、放送業、旅客運送）
その他（警備業、農林水産業、皮革製品製造業、航空運輸業、海運業）  等

お問合せ先　財務部 理財課　☎０９８-８６６-００92

　ご不明な点などがありましたら、下記お問合せ先までご連絡ください。

　また、財務部では、外為法に基づく対内直接投資審査制度についてご理解いただくため、職員を講師として
派遣しています。講演料・交通費は一切不要となっておりますので、お気軽にご相談ください。

　沖縄総合事務局財務部では、事前届出が必要となる場合の手続き等についての相談窓口、事前届出義務
の違反が疑われる場合等の情報提供窓口を設置しております。

Q 株式取得以外に、どのような場合に事前届出が必要ですか？
A 以下の場合などに事前届出を行うことが必要です。
・ 外国投資家自ら又はその関係者が役員に就任することについて、株主総会において同意する場合
・ 事前届出の必要な業種に属する事業を外国投資家が承継する場合

Q 事前に届出を行った投資等は、いつから行うことができますか？
A 財務大臣及び事業所管大臣において、事前届出が国の安全等に支障がないかどうかを審査するため、事
前届出を受理してから起算して30日を経過するまで（４か月まで延長可）は、届け出た投資等を行うことはで
きません（投資禁止期間）。ただし、その期間は、国の安全等を損なう事態が生ずる投資等に該当しない場
合、短縮されることがあります。

■ 
■ 
上場会社の１％以上の株式取得
非上場会社の１株以上の株式取得（端株の取得も含む） 等

事前届出の必要な業種のうち１つでも営んでいる場合は事前届出の対象
事業規模には関係がなく、子会社が以下の業種を営んでいる場合も事前届出の対象

▶ 
▶ 

よくある質問

①外国に在住する個人投資家が、②輸出規制の対象（注）となる先端材料や防衛装備品の部品を製造
する日本の非上場会社に対して、③１株（端株も含む）以上の株式取得を行う場合

・ 

①外国法人が、②ソフトウェアを開発する日本の企業に対して、③外国法人の関係者を役員として就任さ
せることについて株主総会において同意する場合

・

（注）輸出に際し経済産業大臣の承認等が必要となる軍事転用可能な汎用貨物（輸出貿易管理令別表第一に掲げる貨物）。

事前届出を提出する必要がある事例

③事前届出の必要な投資等

②事前届出の必要な業種

①事前届出の必要な投資家の例

外為法における対内直接投資審査制度の概要

事前届出の必要な
業種を営む企業

外国投資家
※非居住者、外国会社等

財務省・事業所管省庁

１．事前届出書の提出３．投資等

２．審査終了

　安全保障と経済を横断する領域で様々な課題が顕在化する中、政府全体とし
て、経済安全保障の取組を強化していくことが必要となっています。
　外国為替及び外国貿易法（外為法）では、健全な投資を一層促進しつつ、国の安全等に係る技術などが流
出することなどを防ぐため、外国投資家が日本の企業に対して一定の投資を行う場合に事前届出を求め、国の
安全等の観点から審査を行っています。

事前届出の審査スケジュール
届出受理日 審査完了日 投資等可能日

禁止期間
原則30日

投資などの可能期間

届出受理日から6か月間

　相談窓口、情報提供窓口の連絡先や詳細な資料は、下記ＵＲＬにて掲載しています。

　https://www.ogb.go.jp/zaimu/zaimu_tainaichokusetutoushi
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▲会場の全景▲勝俣農林水産副大臣による祝辞

農林水産部

窓窓窓
仕事の仕事の

No.7
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
の
取
組
に
つ
い
て

第
44
回

全
国
土
地
改
良
大
会
沖
縄
大
会
の
開
催

窓窓窓
仕事の仕事の

No.8

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部
食
料
産
業
課

　
　
　
☎
０
９
８

‒

8
6
6

‒

1
6
7
3

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部
農
村
振
興
課

　
　
　
☎
０
９
８

‒

8
6
6

‒

1
6
5
2

「
食
品
ロ
ス
」と
は
、本
来
食
べ
ら
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ
る
食
品
で
す
。

国
内
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
現
状（
令

和
２
年
度
）と
し
て
は
、年
間
約
5
2
2

万
ト
ン
発
生
し
、そ
の
う
ち
事
業
系
が
約

2
7
5
万
ト
ン
、家
庭
系
が
約
2
4
7

万
ト
ン
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
状
況
を
受
け
て
、食
品
ロ
ス
削
減
に

関
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、

10
月
は「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」、10
月

30
日
は「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

当
局
に
お
け
る「
食
品
ロ
ス
削
減
月

間
」の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
10
月
24
日
〜
28
日
、当
局
１

階
行
政
情
報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、食
品
ロ
ス

削
減
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
目
的
に「
食

品
ロ
ス
削
減
パ
ネ
ル
展
」を
開
催
し
、食
品

ロ
ス
の
現
状
や
食
品
ロ
ス
削
減
に
関
す
る

情
報
発
信
の
ほ
か
、県
内
で
食
品
ロ
ス
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
内
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
現
状

（
令
和
元
年
度
）と
し
て
は
、年
間
約
6
・

1
万
ト
ン
発
生
し
、そ
の
う
ち
事
業
系
が

約
２
・
6
万
ト
ン
家
庭
系
が
約
3
・
5
万

ト
ン
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、全
国
的
な
傾

向
と
は
逆
に
家
庭
系
の
割
合
の
方
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、沖
縄
で
は

家
庭
か
ら
出
る
食
べ
残
し
な
ど
の
食
品
ロ

ス
に
目
を
向
け
、削
減
に
向
け
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

「
消
費
者
が
普
段
の
生
活
で
身
近
に
出
来

る
こ
と
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」と
の
ご
意
見

も
い
た
だ
き
、「
誰
で
も
で
き
る
食
品
ロ
ス

削
減
〜
お
買
い
物
編
・
お
料
理
編
・
宴
会

編
〜
」の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、「
家
庭
で
食
品
ロ
ス
に

な
り
や
す
い
食
材
が
分
か
れ
ば
、身
近
な

取
組
の
方
向
性
が
見
え
る
」、「
消
費
期
限

と
賞
味
期
限
の
違
い
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」と
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
で
、「
10
月
が
食
品
ロ
ス
削
減
月
間

だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」と
の
感
想
も
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、食
品
ロ
ス
削
減
月
間

の
更
な
る
周
知
を
行
い
、多
く
の
方
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
1
つ
の
方
法
と
し

て
、家
庭
な
ど
か
ら
未
利
用
食
品
の
寄
附

を
い
た
だ
き
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
通
じ
て
食

品
を
必
要
と
し
て
い
る
方
や
施
設
等
へ
提

供
す
る
取
組
が
あ
り
ま
す
。既
に
沖
縄
で

も
様
々
な
企
業
や
団
体
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、当
局
で
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
に
合

わ
せ
て
、米
、レ
ト
ル
ト
食
品
、缶
詰
な
ど
、

合
計
2
0
0
点
以
上
の
未
利
用
食
品
を
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ

ス
ト
沖
縄
を
通
し
て
、必
要
と
さ
れ
て
い
る

方
や
施
設
等
へ
寄
附
し
ま
し
た
。

▲POP「てまえどり」の啓発の様子

▲パネル展の様子

▲ポスター掲示による啓発活動の取組

▲セカンドハーベスト沖縄に未利用食品をお届けしました

令
和
４
年
１１
月
２２
日（
火
）に
沖
縄
ア

リ
ー
ナ
で
、全
国
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
及
び
沖
縄
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
の
主
催
に
よ
り
、第
４４
回
全
国

土
地
改
良
大
会
沖
縄
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
水
土

里
の
拓
く
み
る
く
世
を
鳴
ら
し
と
ぅ
ゆ

ま
し
守
禮
の
邦
か
ら
」で
、「
水
土
里（
土

地
改
良
）は
、農
地
や
水
源
を
整
備
し
て

地
域
や
国
を
豊
か
に
し
平
和
な
世
の
中

を
つ
く
り
ま
す
。こ
の
水
土
里
の
素
晴
ら

し
さ
を
守
禮
の
邦
、沖
縄
か
ら
発
信
し
、

広
く
世
界
へ
届
け
よ
う
！！
」と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
大
会
に
は
、勝
俣
農
林
水
産
副
大

臣
を
は
じ
め
各
方
面
の
関
係
者
が
出
席

さ
れ
、土
地
改
良
事
業
功
労
者
表
彰
、基

調
講
演
、優
良
地
区
事
例
紹
介
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、パ
ネ
ル
展
や
沖

縄
物
産
展
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、沖
縄

県
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

お
弁
当
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。沖
縄
県

本
土
復
帰
５０
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

本
大
会
の
開
催
に
よ
り
、沖
縄
県
の
農

業
農
村
整
備
事
業
の
取
組
を
全
国
に
広

く
発
信
す
る
と
と
も
に
、熱
帯
性
の
気
候

か
ら
栽
培
さ
れ
る
多
様
な
農
作
物
、南
国

特
有
の
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
な
ど
も

幅
広
く
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
．食
品
ロ
ス
削
減
に
関
す
る

　
パ
ネ
ル
展
の
開
催

３
．食
品
関
連
事
業
者
へ
の

啓
発
活
動
の
呼
び
か
け

２
．未
利
用
食
品
の
寄
附
に
つ
い
て

県
内
の
消
費
者
啓
発
に

取
り
組
む
事
業
者

啓
発
資
材
を
活
用
し
た
消
費
者
啓
発
に

取
り
組
む
事
業
者（
12
事
業
者
）

※
五
十
音
順

◯
イ
オ
ン
琉
球
株
式
会
社

◯
株
式
会
社
沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

◯
金
秀
商
事
株
式
会
社

◯
株
式
会
社
サ
ン
エ
ー

◯
株
式
会
社
J
A
お
き
な
わ
A
コ
ー
プ

◯
J
A
お
き
な
わ

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

◯
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
お
き
な
わ

◯
株
式
会
社
セ
ブ
ン‐イ
レ
ブ
ン・
沖
縄

◯
株
式
会
社
野
嵩
商
会

（
フ
レ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ザ
ユ
ニ
オ
ン
）

◯
株
式
会
社
丸
大

◯
株
式
会
社
リ
ウ
ボ
ウ
ス
ト
ア

◯
株
式
会
社
ロ
ー
ソ
ン
沖
縄

当
局
で
は
、食
品
ロ
ス
削
減
の
機
運
を
高

め
る
た
め
、県
内
の
小
売
事
業
者
等
に
対

し
、ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
消
費
者
に
対
し
て

商
品
棚
の
手
前
に
あ
る
商
品
を
選
ぶ「
て

ま
え
ど
り
」を
促
す
取
組
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、沖
縄
か
ら
は
12
事
業

者
が
取
組
に
参
加
し
ま
し
た
。

県
内
の
取
組
の
う
ち
、株
式
会
社
丸
大

で
は
、消
費
者
向
け
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
ほ

か
、独
自
の
取
組
と
し
て
、見
切
り
品
の
売

り
場
で
の「
あ
っ
〜
、M
O
T
T
A
I
N
A
I

（
も
っ
た
い
な
い
）」P
O
P
の
掲
示
や
地
元

小
学
校
で
の
食
品
ロ
ス
削
減
に
関
す
る
出

前
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、賞
味
期
限
の
近

い
商
品
を
選
ば
れ
る
お
客
様
が
増
え
、ま

た
従
業
員
の
食
品
ロ
ス
削
減
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
り
、家
庭
で
の
食
品
残
さ
を
減

ら
す
な
ど
、で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
と
の
ご
意
見
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

ま
た
、「
て
ま
え
ど
り
」に
つ
い
て
は
、食

品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
る
行
動
と
し
て
全

国
に
広
が
り
を
み
せ
た
こ
と
か
ら
、

2
0
2
2
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
ト
ッ

プ
10
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、当
局
で
も
引
き
続
き
消
費
者
、

食
品
関
連
事
業
者
の
皆
様
と
連
携
し
、食

品
ロ
ス
削
減
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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農林水産部

窓窓窓
仕事の仕事の

No.7
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
の
取
組
に
つ
い
て

第
44
回

全
国
土
地
改
良
大
会
沖
縄
大
会
の
開
催

窓窓窓
仕事の仕事の

No.8

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

食
料
産
業
課

　
　
　
☎
０
９
８

‒

8
6
6

‒

1
6
7
3

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部 

農
村
振
興
課

　
　
　
☎
０
９
８

‒

8
6
6

‒

1
6
5
2

「
食
品
ロ
ス
」と
は
、本
来
食
べ
ら
れ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
廃
棄
さ
れ
る
食
品
で
す
。

国
内
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
現
状（
令

和
２
年
度
）と
し
て
は
、年
間
約
5
2
2

万
ト
ン
発
生
し
、そ
の
う
ち
事
業
系
が
約

2
7
5
万
ト
ン
、家
庭
系
が
約
2
4
7

万
ト
ン
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
な
状
況
を
受
け
て
、食
品
ロ
ス
削
減
に

関
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
、

10
月
は「
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
」、10
月

30
日
は「
食
品
ロ
ス
削
減
の
日
」と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

当
局
に
お
け
る「
食
品
ロ
ス
削
減
月

間
」の
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

令
和
４
年
10
月
24
日
〜
28
日
、当
局
１

階
行
政
情
報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、食
品
ロ
ス

削
減
に
対
す
る
意
識
啓
発
を
目
的
に「
食

品
ロ
ス
削
減
パ
ネ
ル
展
」を
開
催
し
、食
品

ロ
ス
の
現
状
や
食
品
ロ
ス
削
減
に
関
す
る

情
報
発
信
の
ほ
か
、県
内
で
食
品
ロ
ス
削

減
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
者
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。

沖
縄
県
内
に
お
け
る
食
品
ロ
ス
の
現
状

（
令
和
元
年
度
）と
し
て
は
、年
間
約
6
・

1
万
ト
ン
発
生
し
、そ
の
う
ち
事
業
系
が

約
２
・
6
万
ト
ン
家
庭
系
が
約
3
・
5
万

ト
ン
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、全
国
的
な
傾

向
と
は
逆
に
家
庭
系
の
割
合
の
方
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、沖
縄
で
は

家
庭
か
ら
出
る
食
べ
残
し
な
ど
の
食
品
ロ

ス
に
目
を
向
け
、削
減
に
向
け
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
、

「
消
費
者
が
普
段
の
生
活
で
身
近
に
出
来

る
こ
と
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」と
の
ご
意
見

も
い
た
だ
き
、「
誰
で
も
で
き
る
食
品
ロ
ス

削
減
〜
お
買
い
物
編
・
お
料
理
編
・
宴
会

編
〜
」の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

来
場
者
か
ら
は
、「
家
庭
で
食
品
ロ
ス
に

な
り
や
す
い
食
材
が
分
か
れ
ば
、身
近
な

取
組
の
方
向
性
が
見
え
る
」、「
消
費
期
限

と
賞
味
期
限
の
違
い
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」と
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
で
、「
10
月
が
食
品
ロ
ス
削
減
月
間

だ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」と
の
感
想
も
い
た

だ
い
た
こ
と
か
ら
、食
品
ロ
ス
削
減
月
間

の
更
な
る
周
知
を
行
い
、多
く
の
方
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

食
品
ロ
ス
削
減
の
1
つ
の
方
法
と
し

て
、家
庭
な
ど
か
ら
未
利
用
食
品
の
寄
附

を
い
た
だ
き
、フ
ー
ド
バ
ン
ク
を
通
じ
て
食

品
を
必
要
と
し
て
い
る
方
や
施
設
等
へ
提

供
す
る
取
組
が
あ
り
ま
す
。既
に
沖
縄
で

も
様
々
な
企
業
や
団
体
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、当
局
で
は
食
品
ロ
ス
削
減
月
間
に
合

わ
せ
て
、米
、レ
ト
ル
ト
食
品
、缶
詰
な
ど
、

合
計
2
0
0
点
以
上
の
未
利
用
食
品
を
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ

ス
ト
沖
縄
を
通
し
て
、必
要
と
さ
れ
て
い
る

方
や
施
設
等
へ
寄
附
し
ま
し
た
。

▲POP「てまえどり」の啓発の様子

▲パネル展の様子

▲ポスター掲示による啓発活動の取組

▲セカンドハーベスト沖縄に未利用食品をお届けしました

令
和
４
年
１１
月
２２
日（
火
）に
沖
縄
ア

リ
ー
ナ
で
、全
国
土
地
改
良
事
業
団
体

連
合
会
及
び
沖
縄
県
土
地
改
良
事
業
団

体
連
合
会
の
主
催
に
よ
り
、第
４４
回
全
国

土
地
改
良
大
会
沖
縄
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

本
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は「
水
土

里
の
拓
く
み
る
く
世
を
鳴
ら
し
と
ぅ
ゆ

ま
し
守
禮
の
邦
か
ら
」で
、「
水
土
里（
土

地
改
良
）は
、農
地
や
水
源
を
整
備
し
て

地
域
や
国
を
豊
か
に
し
平
和
な
世
の
中

を
つ
く
り
ま
す
。こ
の
水
土
里
の
素
晴
ら

し
さ
を
守
禮
の
邦
、沖
縄
か
ら
発
信
し
、

広
く
世
界
へ
届
け
よ
う
！！
」と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
大
会
に
は
、勝
俣
農
林
水
産
副
大

臣
を
は
じ
め
各
方
面
の
関
係
者
が
出
席

さ
れ
、土
地
改
良
事
業
功
労
者
表
彰
、基

調
講
演
、優
良
地
区
事
例
紹
介
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、パ
ネ
ル
展
や
沖

縄
物
産
展
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、沖
縄

県
産
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た

お
弁
当
も
販
売
さ
れ
ま
し
た
。沖
縄
県

本
土
復
帰
５０
周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

本
大
会
の
開
催
に
よ
り
、沖
縄
県
の
農

業
農
村
整
備
事
業
の
取
組
を
全
国
に
広

く
発
信
す
る
と
と
も
に
、熱
帯
性
の
気
候

か
ら
栽
培
さ
れ
る
多
様
な
農
作
物
、南
国

特
有
の
豊
か
な
自
然
や
伝
統
文
化
な
ど
も

幅
広
く
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
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品
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発
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り
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発
資
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を
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発
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事
業
者（
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業
者
）

 

　
　
 
　
　
　
※
五
十
音
順

◯ 

イ
オ
ン
琉
球
株
式
会
社

◯ 

株
式
会
社
沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

◯ 

金
秀
商
事
株
式
会
社

◯ 

株
式
会
社
サ
ン
エ
ー

◯ 

株
式
会
社
J
A
お
き
な
わ
A
コ
ー
プ

◯ 

J
A
お
き
な
わ

　 

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト

◯ 

生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
お
き
な
わ

◯ 

株
式
会
社
セ
ブ
ン‐イ
レ
ブ
ン・
沖
縄

◯ 

株
式
会
社
野
嵩
商
会
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株
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会
社
リ
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ボ
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ス
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◯ 

株
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社
ロ
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ン
沖
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当
局
で
は
、食
品
ロ
ス
削
減
の
機
運
を
高

め
る
た
め
、県
内
の
小
売
事
業
者
等
に
対

し
、ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
消
費
者
に
対
し
て

商
品
棚
の
手
前
に
あ
る
商
品
を
選
ぶ「
て

ま
え
ど
り
」を
促
す
取
組
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、沖
縄
か
ら
は
12
事
業

者
が
取
組
に
参
加
し
ま
し
た
。

県
内
の
取
組
の
う
ち
、株
式
会
社
丸
大

で
は
、消
費
者
向
け
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
ほ

か
、独
自
の
取
組
と
し
て
、見
切
り
品
の
売

り
場
で
の「
あ
っ
〜
、M
O
T
T
A
I
N
A
I

（
も
っ
た
い
な
い
）」P
O
P 

の
掲
示
や
地
元

小
学
校
で
の
食
品
ロ
ス
削
減
に
関
す
る
出

前
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、賞
味
期
限
の
近

い
商
品
を
選
ば
れ
る
お
客
様
が
増
え
、ま

た
従
業
員
の
食
品
ロ
ス
削
減
に
対
す
る
意

識
が
高
ま
り
、家
庭
で
の
食
品
残
さ
を
減

ら
す
な
ど
、で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
る
と
の
ご
意
見
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、「
て
ま
え
ど
り
」に
つ
い
て
は
、食

品
ロ
ス
削
減
に
つ
な
が
る
行
動
と
し
て
全

国
に
広
が
り
を
み
せ
た
こ
と
か
ら
、

2
0
2
2
年
の
新
語
・
流
行
語
大
賞
ト
ッ

プ
10
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、当
局
で
も
引
き
続
き
消
費
者
、

食
品
関
連
事
業
者
の
皆
様
と
連
携
し
、食

品
ロ
ス
削
減
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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中小事業者等取引公正化推進
アクションプラン

中小事業者等取引公正化推進
アクションプラン

主な下請法の執行強化

価格転嫁円滑化スキーム

　公正取引委員会は、令和３年12月、公正取引委員会を含む関係省庁において、「パートナーシップによる価
値創造のための転嫁円滑化施策パッケージ」が取りまとめられたことを踏まえ、令和４年３月、新たに「令和４
年中小事業者等取引公正化推進アクションプラン」を策定しました。
　公正取引委員会は、今後も引き続き、関係省庁と緊密に連携を図り、中小事業者等から寄せられる情報も活
用し、体制強化を行いつつ、執行強化の取組を進め、独占禁止法・下請法違反行為に対して厳正に対処してい
きます。

農業者の方は国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

【改正後の下請法運用基準の概要】
●次のような方法で下請代金の額を定めることは、買いたたきに該当するおそれがあります。
・労務費、原材料価格、エネルギーコスト等のコストの上昇分の取引価格への反映の必要性について、
  価格の交渉の場において明示的に協議することなく、従来どおりに取引価格を据え置くこと。
・労務費、原材料価格、エネルギーコスト等のコストが上昇したため、下請事業者が取引価格の引
  上げを求めたにもかかわらず、価格転嫁をしない理由を書面、電子メール等で下請事業者に回
  答することなく、従来どおりに取引価格を据え置くこと。

　公正取引委員会では、下請事業者が匿名で、買いたたきなどの違反行為を行って
いると疑われる親事業者に関する情報を提供できる「違反行為情報提供フォーム」
を設置し、広く情報を受け付けております。
( URL：https://www.jftc.go.jp/cgi-bin/formmail/formmail.cgi?d=joho )

電話番号 0120-060-110
（不当な下請取引）ゼロゼロ110番

買いたたきの解釈の明確化

違反行為情報提供フォームの運用

● 下請法運用基準の改正

● 下請法Q&Aの公表
● 不当なしわ寄せに関する下請相談窓口の運用、オンライン相談会の実施

【受付時間】10:00-17:00（土日祝日・年末年始を除く）

農業者年金 終身年金で安心！

https://www.nounen.go.jp/詳しくは・・・ 農業者年金基金

農業者年金の内容やご相談については、
最寄りの農業委員会かJA又は農業者
年金基金にお問合せください。

事務経費は国が負担しているため、払った保険料の全額が運用されます。
独立行政法人農業者年金基金
●専門相談員
TEL：03-3502-3199

ＪＡおきなわ
●本店組織活性部
TEL：098-831-5157

生涯を通じて税制面で大きな優遇措置があります。
● 支払った保険料は、同一生計の家族の分も含めて全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・個人住
　民税・復興特別所得税が節税になります。（支払った保険料の15％～30％程度が節税）。
● 保険料の運用益が非課税　　● 将来受け取る農業者年金には公的年金等控除が適用されます。
● 死亡一時金は非課税です。

一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります。
　認定農業者又は認定就農者で青色申告の方や、その方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など、
一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助（月額２万円の保険料のうち最高１万円、通算で最大２１６万
円）があります。
　この国庫補助は、経営継承など一定の要件を満たせば、将来特例付加年金として受給できます。また、経
営継承の時期についての年齢制限はなく、事情に応じて受給の時期を決められます。

　80歳前に死亡した場合には、80歳までに受け取る農業者老齢年金の現在価値相当額を一時金として遺族が受
け取れます。※加入期間等により保険料の払込額を下回る場合があります。

※ 上のケースは、通常加入で加入し、65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が0.30％となった場合の試算です。受給総額は65歳
　 の時点で想定される平均余命を考慮し、男性86.5歳、女性92歳まで生存した場合の金額です。
※ 運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。制度発足以降の19年間（令和２年度まで）の運用利回りの平均は、年率2.97％です。
※ 予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、令和４年度は0.30%となっています。
※ 各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。
※ 保険料額１万円のケースについては、35歳未満は保険料月額１万円で加入し、35歳以降は月額２万円で加入した場合です。

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！

死亡一時金もあり安心

● 年間60日以上農業に従事している、国民年金の第1号被保険者（保険料免除者を除く。）である20歳以
　上60歳未満の方又は60歳以上65歳未満の国民年金の任意加入者が加入できます。

● 高齢農家世帯の家計費は、月額約２２万円というデータがあります。
　国民年金の支給額は、最大で一人あたり月約６万５千円。これを夫婦でもらっても毎月約10万円の赤字ですので、
　国民年金の上乗せ年金として農業者年金に加入しましょう。
● 農業者年金は、積立方式・確定拠出型で少子高齢時代に強い。
● 農業者年金は、経営状況や老後の生活設計に応じて、保険料を加入後いつでも月２万円（35歳未満で政策支援
　加入の対象とならない方は１万円）～６万７千円の範囲で、千円単位で変更でき、年払いもできます。また、途中で
　脱退・再加入もできます。なお、脱退した場合、払った保険料は年金を受給するまで運用し続け、加入期間に関わ
　らず、年金として受給できます。（脱退一時金はありません。）

農業者年金に加入すれば～　農業者年金の受給額の試算

加入年齢 納付期間

20歳 40年

30歳 30年

40歳 20年
50歳 10年

2万円 480万円
2万円 240万円

30万円 25万円
13万円 11万円

642万円 680万円
286万円 303万円

1万円 660万円
2万円 720万円

45万円 38万円
50万円 43万円

968万円 1,024万円
1,085万円 1,148万円

1万円 780万円
2万円 960万円

58万円 49万円
76万円 64万円

1,243万円 1,315万円
男 性 女 性 男 性 女 性

1,635万円 1,730万円

保険料額 保険料
納付総額

年金額（年額） 想定される受給総額

ポイント

の
説明1

ポイント

の
説明2

ポイント

の
説明3

試算表
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お問合せ先　沖縄総合事務局 運輸部 車両安全課
 　　 ☎０９８‒866‒1837

infomation おしらせ②infomation おしらせ③

令和5年1月より
車検証が電子化されます！

令和５年１月から車検時等に電子車検証が交付されます。これに伴い、従来の紙の車検証から大きさや様式が
変わるとともに、車検証の情報を電子的に読み取る「車検証閲覧サービス」や、国から委託を受けた民間車検場
（指定自動車整備工場）が車検証の有効期間を更新できる「記録等事務代行サービス」を新たに開始します。
現在、車検証の交付を受けるためには運輸支局等への出頭

が必要ですが、車検証を電子化し、整備事業者等の事業所等
において車検証の有効期間を更新する仕組みを新たに導入す
ることで、車検時の運輸支局等への出頭を不要とすることに
より、自動車ユーザーや自動車関係の事業者の皆様のさらな
る利便性向上を図ることを目指します。
なお、軽自動車においては、令和６年１月から同様の取
扱いが開始されます。

　自動車ユーザー、自動車関係の業務を担う方々に、電子車
検証の仕様や、車検証電子化に伴って令和５年１月から新た
に開始するサービスに関する情報をお知らせするため、「電
子車検証特設サイト」を開設しています。
　「電子車検証特設サイト」のURL・二次元コードはこちら
（パソコン・スマホ共通）
https://www.denshishakensho-portal.mlit.go.jp/

電子車検証特設サイト

車検証の電子化とあわせて、ICタグに記録された車検証情
報をスマートフォンやパソコンで閲覧あるいはPDF等で出力
できるよう、令和５年１月より「車検証閲覧アプリ」を提供しま
す。「車検証閲覧アプリ」をインストールしたユーザーに対し
ては、車検証の有効期間の更新時期をお知らせするサービス
等を提供する予定です。

車検証閲覧アプリ

電子車検証の券面には、継続検査や変更登録等の影響を
受けない基礎的情報が記載されます。一方、ICタグの記録
事項は、車検証の有効期間、所有者の氏名・住所、使用者の
住所、使用の本拠の位置等となります。ICタグの記録情報の
書き換えのみの場合（継続検査等の申請がオンラインの場
合に限る。）、運輸支局等へ出頭を不要とすることが可能に
なります。

電子車検証の記載事項等

内閣府だより
令和４年度第２次補正予算

～「強い沖縄経済」実現ビジョンの具体化に向け、約244億円を計上～

①物価高騰・賃上げへの取組、②円安を活かした地域の「稼ぐ力」の回復・強化、③「新しい資本主
義」の加速、④国民の安全・安心の確保を４つの柱とする総合的な経済対策を踏まえて、令和４年度第２
次補正予算では、沖縄振興予算が約244億円計上されました。この補正予算も最大限に活用しつつ、「強
い沖縄経済」の実現に向けて、総合的・積極的に沖縄振興策を推進していきます。
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お問合せ先　沖縄総合事務局 運輸部 車両安全課
 　　 ☎０９８‒866‒1837

infomation おしらせ②infomation おしらせ③
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に開始するサービスに関する情報をお知らせするため、「電
子車検証特設サイト」を開設しています。
　「電子車検証特設サイト」のURL・二次元コードはこちら
（パソコン・スマホ共通）
https://www.denshishakensho-portal.mlit.go.jp/

電子車検証特設サイト

車検証の電子化とあわせて、ICタグに記録された車検証情
報をスマートフォンやパソコンで閲覧あるいはPDF等で出力
できるよう、令和５年１月より「車検証閲覧アプリ」を提供しま
す。「車検証閲覧アプリ」をインストールしたユーザーに対し
ては、車検証の有効期間の更新時期をお知らせするサービス
等を提供する予定です。

車検証閲覧アプリ

電子車検証の券面には、継続検査や変更登録等の影響を
受けない基礎的情報が記載されます。一方、ICタグの記録
事項は、車検証の有効期間、所有者の氏名・住所、使用者の
住所、使用の本拠の位置等となります。ICタグの記録情報の
書き換えのみの場合（継続検査等の申請がオンラインの場
合に限る。）、運輸支局等へ出頭を不要とすることが可能に
なります。

電子車検証の記載事項等

内閣府だより
令和４年度第２次補正予算

～「強い沖縄経済」実現ビジョンの具体化に向け、約244億円を計上～

①物価高騰・賃上げへの取組、②円安を活かした地域の「稼ぐ力」の回復・強化、③「新しい資本主
義」の加速、④国民の安全・安心の確保を４つの柱とする総合的な経済対策を踏まえて、令和４年度第２
次補正予算では、沖縄振興予算が約244億円計上されました。この補正予算も最大限に活用しつつ、「強
い沖縄経済」の実現に向けて、総合的・積極的に沖縄振興策を推進していきます。
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「インボイス制度」 

インボイス制度対応に向けた準備のポイント 
買手としての準備 
□ 継続的な取引の相手先（仕入先等）に対して、 

   ①登録の有無の確認、②適格請求書の様式や受領方法の確認が必要 

□ 必要に応じて、経理・発注システムなどのシステム改修等 

 □ 適格請求書等保存方式に係る社員研修の実施 

売手としての準備 
□ 継続的な取引の相手先（売上先等）に対して、 

   ①登録番号、②適格請求書の様式や交付方法の認識の共有 

□ 自身が行う取引について適格請求書の記載事項を満たす書類を整備 

  （請求書、納品書、レシートなど） 
 □ 適格請求書の交付方法（電子インボイスの提供など）を検討 

 □ 必要に応じて、レジや経理・受注システムなどのシステム改修など 

令和５年10月１日から適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）が開始されます。 

消費税の仕入税額控除を受けるためには、適格請求書（インボイス）の保存が必要です。 

適格請求書発行事業者のみが適格請求書（インボイス） を交付することができます。 

「適格請求書発行事業者」になるためには、登録申請書を税務署に提出し税務署長の登録を受

ける必要があります。 

～申 請 受 付 始 まっています～ 

インボイス制度とは？ 
インボイス制度の基本を分かりやすく解説した動画です。 

消費税の申告を行ったことがない事業者の方も適格請求書発

行事業者になるかどうかの検討が必要ですので、ぜひ動画を

ご覧ください。 

 

沖 縄 国 税 事 務 所 

～ 登録申請手続関係サイトのご紹介  ～ 
 

インボイス制度特設サイト 登録申請手続 Ｑ＆Ａ 
作成マニュアル 

～e-Tax ソフト（WEB 版）～ 

 

制度の対応
には事前準
備が必要で
す。申請は
便利な e-
Tax で。 

 インボイス制度に関する一般的なご質問やご相談は、軽減・インボイスコールセンターへ！！ 

  ０１２０－２０５－５５３（無料） ９：００～１７：００（土日祝日除く） フリーダイヤル 受付時間 
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